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永
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優
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式

永
年
勤
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優
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従
業
員
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彰
式

１
９
１
名
の
功
績
を
称
え
る

１
９
１
名
の
功
績
を
称
え
る

第68回第68回

10
月
2
日
㈭
、
出
雲
商
工
会
館
に
て
第

68
回
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
当
所
の
会
員
事
業
所

に
10
年
以
上
勤
務
す
る
優
秀
な
従
業
員
の

み
な
さ
ん
を
表
彰
、
激
励
す
る
も
の
で
、

従
業
員
の
み
な
さ
ん
の
意
欲
の
高
揚
を
は

か
り
、
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
昭
和
33
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

当
日
は
、飯
塚
俊
之
出
雲
市
長
（
代
理
：

角
商
工
振
興
部
長
）
ら
来
賓
と
事
業
主
の

ご
臨
席
の
も
と
、
49
事
業
所
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
１
９
１
名
の
方
々
に
福
間
会
頭
が

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
、「
今
日
の
ご

受
彰
は
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
も
、
誠
に

名
誉
な
こ
と
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ご

家
族
を
は
じ
め
、
皆
様
の
所
属
さ
れ
る
事

業
所
、
そ
し
て
市
内
商
工
業
界
に
と
り
ま

し
て
も
大
い
な
る
誇
り
で
す
」
と
、
企
業

の
発
展
を
支
え
て
き
た
受
彰
者
の
功
績
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、
永
年
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
受
彰
者
を
代
表
し
て
勤

続
60
年
の
湯
原
正
明
さ
ん
（
㈱
御
船
組
）

が
「
私
た
ち
を
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
、

そ
し
て
家
族
と
も
ど
も
本
日
の
こ
の
喜
び

を
分
ち
合
い
、
こ
れ
を
機
に
心
を
新
た
に

し
、
健
康
に
留
意
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
に
お
い
て
一
層
の
努
力
と
精
進
を
重

ね
る
覚
悟
で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

受
彰
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

勤続50年以上代表　勝部謙二様（森田産業㈱）

代表謝辞を述べる湯原正明様（㈱御船組）

勤続60年以上代表　湯原正明様（㈱御船組）

式辞を述べる福間会頭

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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　10
月
30
日
㈭
、
出
雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
、
役
員
・
議
員
の
改
選
に
伴
う
臨

時
議
員
総
会
を
開
催
し
、
福
間
会
頭
を
再
任
し
ま
し
た
。

　同
時
に
、
副
会
頭
、
専
務
理
事
、
理
事
、
常
議
員
、
監
事
な
ど
の
新
役
員
・
議

員
も
選
任
さ
れ
、
11
月
１
日
か
ら
向
こ
う
３
年
間
の
新
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　臨
時
議
員
総
会
で
は
、
は
じ
め
に
会
頭

の
選
任
が
行
わ
れ
、
福
間
正
純
氏
＝
福
間

商
事
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
続
投
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
副
会
頭
と
し
て
、
い
ず
れ
も
現

職
の
井
上
克
夫
氏
＝
㈱
井
ゲ
タ
醤
油
代
表

取
締
役
社
長
＝
、
遠
藤
嘉
右
衛
門
氏
＝
㈱

島
根
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
社

長
＝
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　同
じ
く
任
期
満
了
と
な
る
専
務
理
事
に

は
現
職
の
松
本
新
吾
氏
、
理
事
に
は
現
職

の
勝
部
勝
氏
の
再
任
が
同
意
さ
れ
、
新
た

な
執
行
部
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　臨
時
議
員
総
会
の
議
決
を
経
て
確
定
し

た
新
役
員
・
議
員
名
簿
は
４
〜
５
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
任
期
は
い
ず
れ
も
令
和
７
年
11

月
１
日
〜
令
和
10
年
10
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
と
な
り
ま
す
。

　ま
た
長
き
に
わ
た
り
当
所
の
役
員
・
議

員
と
し
て
お
勤
め
い
た
だ
き
、
こ
の
度
退

任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
次
の
７
名

の
方
に
対
し
、
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
か

ら
の
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

・
佐
藤

　誠
一
氏
（
旭
日
酒
造
㈲
社
長
）

・
伊
東

　
　隆
氏
（
㈱
大
惣
会
長
）

・
石
飛

　裕
司
氏
（
出
雲
土
建
㈱
社
長
）

・
浅
津

　博
行
氏
（
㈲
セ
ン
ト
ラ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　ポ
ー
ツ
会
長
）
　

・
古
川

　孝
雄
氏
（
㈱
古
川
コ
ン
サ
ル
タ

　
　
　
　
　
　
　
　ン
ト
会
長
）

・
岸

　
　篤
彦
氏
（
㈲
フ
ォ
ー
ル
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　ラ
ー
ク
社
長
）

・
渡
部
幸
太
郎
氏
（
山
陰
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　㈱
社
長
）

　　な
お
、
臨
時
議
員
総
会
終
了
後
に
は
、

多
数
の
来
賓
の
方
に
ご
出
席
を
賜
り
、
新

役
員
・
議
員
就
任
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

会　頭会　頭

福間正純氏（再任）
福間商事㈱代表取締役

副会頭

井上克夫氏（再任）
㈱井ゲタ醤油代表取締役社長

副会頭

遠藤嘉右衛門氏（再任）
㈱島根情報処理センター代表取締役社長

専務理事

松本新吾氏（再任）

理事・事務局長

勝部　勝氏（再任）

向こう３年の新役員・議員の陣容決まる
～臨時議員総会～

会
頭・副
会
頭・専
務
理
事・理
事
は
い
ず
れ
も
再
任
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産

㈱
石
販

㈱
御
船
組

㈲
ス
エ
ヨ
シ
建
設

㈲
出
雲
ゴ
ム

㈱
島
根
日
日
新
聞
社

ワ
ル
ツ
商
事
㈲

㈱
島
根
銀
行
出
雲
支
店

Ｋ
Ｂ
ツ
ヅ
キ
㈱
出
雲
工
場

㈱
鳥
取
銀
行
出
雲
支
店

㈲
ベ
ラ
ミ
美
容
室

㈱
日
本
ハ
イ
ソ
フ
ト

㈱
北
陽
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

㈱
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

出
雲
鉄
工
㈱

㈲
二
幸

㈲
武
志
屋

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
出
雲
営
業
所

出
雲
一
畑
交
通
㈱

㈱
さ
ん
び
る
出
雲
営
業
所

旭
日
酒
造
㈲

出
雲
土
建
㈱

㈱
ト
ガ
ノ
建
設

㈲
草
谷

㈱
エ
ス
テ
ィ
ッ
ク

㈲
け
ん
ち
ゃ
ん
漬

司
法
書
士
法
人
成
瀬
事
務
所

出
雲
リ
ペ
ヤ
ー
㈱

㈱
ア
ン
ジ
ェ
・
２
１

㈱
浜
村
建
設

エ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱

㈱
原
寿
園

㈲
ス
ミ
カ
ワ

山
陰
防
災
電
機
㈱

㈱
一
畑
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
出
雲
営
業
部

㈱
ワ
イ
エ
ム

㈱
茶
三
代
一

㈱
バ
リ
ュ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

㈱
も
ち
だ
園
芸

出
雲
ガ
ス
㈱

㈱
山
陰
中
央
新
報
社
出
雲
総
局

米
山
伝
導
機
㈱

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

専
務
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

所

長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

取
締
役
会
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

理

事

長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

支

店

長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

取

締

役

代
表
取
締
役

常
務
理
事
副
本
部
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

支

配

人

代
表
取
締
役

会

長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

執
行
役
員
工
場
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

支

店

長

取
締
役
工
場
長

支

店

長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

取
締
役
顧
問

代
表
取
締
役

所

長

代
表
取
締
役

所

長

専
務
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

取
締
役
副
社
長

代

表

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

出
雲
営
業
部
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

総

局

長

代
表
取
締
役

福

間

　正

純

井

上

　克

夫

遠
藤

　
嘉
右
衛
門

松

本

　新

吾

勝

部

　
　
　勝

安

里

　隆

司

池

淵

　俊

雄

石

橋

　由

行

板

倉

　啓

治

今

岡

　幹

晴

牛

尾

　篤

史

淋

蒔

　歳

暢

内

村

　哲

也

江

角

　健

治

江

角

　洋

暢

江

田

　朋

之

小

川

　
　
　敬

川

上

　哲

哉

白

神

　文

樹

須

山

　政

樹

瀧

川

　一

弥

田

中

　
　
　充

内

藤

　輝

一

内

藤

　正

和

中

筋

　元

尚

林

　
　
　不

動

原

田

　明

成

福

田

　克

也

福

間

　
　
　均

松

井

　修

一

三

島

　一

男

山

　
根

　誠一
郎

山

本  

祥

二

和

田

　正

志

渡

部

　敏

明

足

立

　修

司

重

本

　泰

徳

福

代

　明

正

蓮

井

　良

信

吾

郷

　直

之

吾

郷

　正

人

浅

津

　伸

行

足

立

　辰

雄

天

根

　宏

徳

石

原

　稔

功

板

倉

　正

美

板

倉

　靖

夫

伊

藤

　堅

志

伊

東

　弘

隆

岩

　
﨑

　
浩

　
幸

岩

田

　竜

平

小

村

　晃

一

小

村

　光

和

海

田

　洋

平

影

山

　晃

司

加

田

　義

憲

勝

部

　達

夫

金

山

　博

樹

金

築

　邦

彦

金

築

　孝

佳

金

本

　
　
　保

菊

地

　恵

介

日

下

　眞

二

日

下

　英

之

小

峰

　謙

一

佐
々
木

　
　
　崇

佐

藤

　初

美

杉

原

　
　
　悟

鈴

木

　重

臣

園

山

　充

彦

高

橋

　伸

和

高

橋

　良

治

武

　志

　俊太
郎

多

田

　浩

之

立

𦚰

　等

田

部

　博

美

寺

　田

　栄里
子

寺

田

　直

広

栂

野

　直

宏

栂

　野

　ちあ
き

中

筋

　雄

三

成

　相

　
由
紀
子

成

瀬

　公

平

野

津

　賢

二

野

村

　広

子

浜

村

　一

雄

原

　
　
　淳

一

原

　
　
　義

浩

福

間

　千

秋

布

野

　浩

之

細

田

　政

孝

松

本

　政

義

三

代

　朱

美

三

谷

　浩

司

持

田

　正

樹

森

山

　恵

介

山

崎

　
　
　要

米

山

　英

男

出
雲
商
工
会
議
所

《 

任
期
：
令
和
７
年
11
月
１
日
〜
令
和
10
年
10
月
31
日 

》

新
役
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議
員
の
ご
紹
介
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飯塚出雲市長（上）、伊藤出雲市議会議長・大場出雲市議会副議
長（下）へ要望書を提出する福間会長ら

出雲市への要望出雲市への要望
地域経済の活性化と、より良い地域社会の実現に向けて

　
９
月
26
日
㈮
、
出
雲
市
商
工
団
体
協
議
会
（
出
雲
商
工
会
議
所
・
平
田
商
工
会

議
所
・
斐
川
町
商
工
会
・
出
雲
商
工
会
）
は
、
地
域
の
課
題
解
決
、
中
小
企
業
者

や
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
向
上
等
に
向
け
て
、
飯
塚
俊
之
出
雲
市
長
、
伊
藤
繁

満
出
雲
市
議
会
議
長
、
大
場
利
信
出
雲
市
議
会
副
議
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

※
要
望
書
の
全
文
は
次
の
通
り
で
す
。

最
重
点
要
望
項
目

１
．
地
域
高
規
格
道
路
境
港
出
雲
道
路
の

建
設
促
進
に
つ
い
て

　
境
港
出
雲
道
路
の
早
期
完
成
は
、
宍
道

湖
・
中
海
圏
域
を
８
の
字
に
繋
ぐ
高
速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
、
観
光
振
興
・
産

業
振
興
並
び
に
災
害
時
緊
急
時
、
島
根
原

子
力
発
電
所
災
害
時
の
緊
急
避
難
路
と
し

て
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　
現
在
、
出
雲
イ
ン
タ
ー
線
、
東
林
木
バ

イ
パ
ス
等
、
整
備
区
間
は
一
部
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、
８
の
字
ル
ー
ト
の
早
期

全
線
建
設
を
図
る
よ
う
関
係
当
局
に
一
層

の
働
き
か
け
や
、
市
民
へ
の
周
知
や
啓
発

活
動
に
積
極
的
に
取
組
み
、
一
層
の
認
知

度
向
上
、
機
運
醸
成
の
た
め
の
積
極
的
な

活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

２
．
出
雲
縁
結
び
空
港
の
整
備
促
進

  

地
域
の
産
業
競
争
力
確
保
の
意
味
か
ら

も
、
出
雲
縁
結
び
空
港
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
必
須
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
次
の
事
項
を
島
根
県
等
関
係

先
に
さ
ら
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

①
空
港
運
用
時
間
の
延
長
と
発
着
枠
の
拡

大
を
目
指
し
て
、
地
元
合
意
に
基
づ
く

空
港
周
辺
対
策
を
着
実
に
実
施
す
る
こ

と
。

②
「
出
雲
空
港
利
用
者
利
便
向
上
協
議
会

交
通
・
駐
車
場
部
会
」
等
に
お
い
て
、

有
料
化
も
含
め
た
駐
車
場
不
足
対
策
、

立
体
駐
車
場
の
具
体
化
、
東
駐
車
場
か

ら
空
港
に
向
か
う
ま
で
の
歩
道
に
雨
除

け
の
た
め
の
屋
根
や
壁
の
設
置
等
を
検

討
す
る
こ
と
。

③
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
と
も
に
搭
乗
客
数
が

コ
ロ
ナ
禍
前
を
上
回
り
、
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
考
慮
し
、
現
在
の
路
線
、
便

数
を
維
持
・
増
強
す
る
こ
と
。
搭
乗
客

数
の
維
持
・
増
加
の
た
め
の
方
策
を
講

ず
る
こ
と
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
福
岡
便
に
つ
い
て

は
、
１
便
の
出
発
時
刻
を
早
め
る
等
利

便
性
の
向
上
に
配
慮
す
る
こ
と
。
特

に
、Ｆ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
は
、休
便
と
な
っ

て
い
る
仙
台
便
の
早
期
の
再
開
を
引
き

続
き
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
る
こ

と
。

④
国
際
定
期
便
の
就
航
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
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推
進
に
向
け
て
、
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便

の
誘
致
へ
の
取
組
み
を
行
う
こ
と
。

３
．
国
道
９
号
出
雲
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線

化
　
一
般
国
道
９
号
出
雲
バ
イ
パ
ス
の
暫
定

２
車
線
区
間
の
早
期
４
車
線
化
整
備
事
業

化
を
関
係
先
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

４
．
人
材
不
足
に
対
す
る
各
種
取
り
組
み
、

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
へ
の
取
組
み
に

対
す
る
支
援

　
出
雲
市
内
の
事
業
所
で
は
慢
性
的
な
人

手
不
足
に
陥
っ
て
お
り
、
従
来
の
事
業
・

雇
用
形
態
か
ら
大
き
な
転
換
を
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を

契
機
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
表
面
化
し
、

出
雲
市
内
の
経
営
者
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
へ

の
意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
令

和
４
年
度
の
出
雲
市
の
企
業
実
態
調
査
で

も
Ｉ
Ｔ
導
入
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題
と

し
て
「
Ｉ
Ｔ
事
業
者
へ
の
委
託
費
用
が
か

か
る
」、「
対
応
す
る
人
材
の
不
足
」
等
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
導
入
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
に
取
組
む

事
業
者
の
た
め
、「
出
雲
市
中
小
企
業
者

等
デ
ジ
タ
ル
化
・
省
力
化
等
促
進
支
援
事

業
補
助
金
」
の
継
続
並
び
に
拡
大
に
加
え
、

人
手
不
足
で
悩
む
中
小
企
業
の
た
め
の
外

国
人
労
働
者
の
円
滑
な
受
け
入
れ
促
進
支

援
や
人
手
不
足
へ
の
対
応
の
た
め
の
従
業

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
中
核
人
材
の
育
成

支
援
等
を
お
願
い
し
た
い
。

５
．
信
用
保
証
料
補
助
制
度
の
継
続
・
拡

大
及
び
マ
ル
経
資
金
の
利
息
補
助
の
創

設
　
出
雲
市
に
お
い
て
は
、
島
根
県
制
度
融

資
の
８
つ
の
制
度
に
対
す
る
信
用
保
証
料

補
助
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
中
小
企
業
の

負
担
軽
減
に
取
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
。
島
根
県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
秋
に

向
け
て
小
口
保
証
制
度
「
か
な
え
」
の
後

継
制
度
の
創
設
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
側

聞
し
て
い
る
。
今
後
も
信
用
保
証
料
補
助

制
度
の
継
続
と
「
か
な
え
」
の
後
継
制
度

へ
の
適
用
拡
大
を
お
願
い
し
た
い
。

　
さ
ら
に
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
マ

ル
経
資
金
は
、小
規
模
事
業
者
が
無
担
保
・

無
保
証
で
利
用
で
き
る
経
営
改
善
の
た
め

の
融
資
制
度
で
あ
る
。
こ
の
資
金
は
、
多

く
の
小
規
模
事
業
者
が
利
用
し
や
す
い
一

方
で
、
返
済
負
担
も
伴
う
。
こ
の
返
済
に

か
か
る
利
息
の
一
部
を
補
助
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

６
．
地
域
交
通
及
び
二
次
交
通
対
策
の
促

進
と
旅
客
自
動
車
運
送
業
へ
の
支
援

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
が
減
少
し
、
需
要
が
回
復
し
た
現
在

も
夜
間
を
中
心
に
タ
ク
シ
ー
が
不
足
し
て

お
り
、
特
に
、
市
街
地
か
ら
離
れ
た
周
辺

地
域
で
は
、
も
と
も
と
公
共
交
通
が
弱
い

た
め
、
住
民
の
生
活
や
飲
食
業
営
業
を
中

心
と
す
る
事
業
者
の
経
営
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
客
へ
の
二
次

交
通
の
整
備
不
足
問
題
も
出
雲
市
の
観
光

振
興
を
図
る
上
で
最
大
の
懸
念
材
料
と
し

て
存
在
し
続
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、

現
在
、
出
雲
市
で
実
施
し
て
い
る
タ
ク

シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
た
め
の
支
援
を

継
続
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
的
に
導
入

が
進
ん
で
い
る「
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」

の
出
雲
市
へ
の
導
入
に
つ
い
て
も
積
極
的

な
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

７
．
地
域
内
経
済
循
環
の
推
進

　
出
雲
市
で
は
、
一
般
消
費
者
の
大
型
店

舗
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
利
用

増
に
よ
り
、
出
雲
市
内
か
ら
の
資
金
の
流

出
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
で
、
地
域
内
で
お
金
が
円
滑
に
循
環

し
、
資
金
を
地
域
に
留
め
る
こ
と
で
地
域

の
経
済
効
果
が
よ
り
高
め
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
今
年
２
月
に
運
用
が
開
始
さ
れ
た
「
い

ず
も
縁
結
び
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
を
活
用
し
、
出
雲

市
の
経
済
活
性
化
に
向
け
て
、「
地
域
内

資
金
循
環
」（
消
費
に
よ
る
地
域
内
資
金

循
環
）
を
、
消
費
喚
起
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

の
経
済
対
策
と
併
せ
て
実
施
す
る
な
ど
、

効
果
的
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

重
点
要
望
項
目

１
．
山
陰
自
動
車
道
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整

備
へ
の
働
き
か
け

　
山
陰
自
動
車
道
の
斐
川
Ｉ
Ｃ

－

出
雲
Ｉ

Ｃ
間
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
度
の
調
査
に
お
い
て
、

費
用
対
効
果
の
面
で
課
題
が
あ
る
と
の
結

果
が
出
て
い
る
が
、
引
き
続
き
整
備
に
向

け
関
係
機
関
と
の
協
議
を
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

２
．
高
速
鉄
道
整
備
に
向
け
た
運
動
の
展

開

  

山
陰
新
幹
線
・
伯
備
新
幹
線
に
つ
い
て

は
、
基
本
計
画
の
閣
議
決
定
（
昭
和
48

年
）
か
ら
52
年
が
経
過
し
た
が
、
未
だ
実

現
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
山
陰
新
幹

線
・
伯
備
新
幹
線
の
開
通
は
、
出
雲
地
域

に
と
っ
て
も
観
光
振
興
・
産
業
振
興
面
で

大
き
な
効
果
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
太
平
洋

側
に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
と
し
て
も
重
要
な
役

割
が
期
待
で
き
る
。

  

特
に
、
伯
備
新
幹
線
構
想
に
つ
い
て
は
、

「
中
国
横
断
新
幹
線
（
伯
備
新
幹
線
）
整

備
推
進
会
議
」
を
設
立
、
国
等
関
係
先
に

強
力
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
伯
備

新
幹
線
の
整
備
計
画
へ
の
格
上
げ
に
つ
い

て
、
県
等
関
係
地
域
・
関
係
機
関
と
連
携

し
、
引
き
続
き
要
望
活
動
を
強
化
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

３
．
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
新
た
な

建
設
に
向
け
た
働
き
か
け

　（
公
財
）
島
根
県
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

が
管
理
運
営
す
る
「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
い

ず
も
」
の
管
理
型
第
３
期
処
分
場
は
、
当

初
計
画
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
埋
立
て
が
進

ん
で
い
る
。
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飯塚出雲市長（上）、伊藤出雲市議会議長・大場出雲市議会副議
長（下）へ要望書を提出する福間会長ら

出雲市への要望出雲市への要望
地域経済の活性化と、より良い地域社会の実現に向けて

　
９
月
26
日
㈮
、
出
雲
市
商
工
団
体
協
議
会
（
出
雲
商
工
会
議
所
・
平
田
商
工
会

議
所
・
斐
川
町
商
工
会
・
出
雲
商
工
会
）
は
、
地
域
の
課
題
解
決
、
中
小
企
業
者

や
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
向
上
等
に
向
け
て
、
飯
塚
俊
之
出
雲
市
長
、
伊
藤
繁

満
出
雲
市
議
会
議
長
、
大
場
利
信
出
雲
市
議
会
副
議
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

※
要
望
書
の
全
文
は
次
の
通
り
で
す
。

最
重
点
要
望
項
目

１
．
地
域
高
規
格
道
路
境
港
出
雲
道
路
の

建
設
促
進
に
つ
い
て

　
境
港
出
雲
道
路
の
早
期
完
成
は
、
宍
道

湖
・
中
海
圏
域
を
８
の
字
に
繋
ぐ
高
速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
、
観
光
振
興
・
産

業
振
興
並
び
に
災
害
時
緊
急
時
、
島
根
原

子
力
発
電
所
災
害
時
の
緊
急
避
難
路
と
し

て
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　
現
在
、
出
雲
イ
ン
タ
ー
線
、
東
林
木
バ

イ
パ
ス
等
、
整
備
区
間
は
一
部
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、
８
の
字
ル
ー
ト
の
早
期

全
線
建
設
を
図
る
よ
う
関
係
当
局
に
一
層

の
働
き
か
け
や
、
市
民
へ
の
周
知
や
啓
発

活
動
に
積
極
的
に
取
組
み
、
一
層
の
認
知

度
向
上
、
機
運
醸
成
の
た
め
の
積
極
的
な

活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

２
．
出
雲
縁
結
び
空
港
の
整
備
促
進

  

地
域
の
産
業
競
争
力
確
保
の
意
味
か
ら

も
、
出
雲
縁
結
び
空
港
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
必
須
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
次
の
事
項
を
島
根
県
等
関
係

先
に
さ
ら
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

①
空
港
運
用
時
間
の
延
長
と
発
着
枠
の
拡

大
を
目
指
し
て
、
地
元
合
意
に
基
づ
く

空
港
周
辺
対
策
を
着
実
に
実
施
す
る
こ

と
。

②
「
出
雲
空
港
利
用
者
利
便
向
上
協
議
会

交
通
・
駐
車
場
部
会
」
等
に
お
い
て
、

有
料
化
も
含
め
た
駐
車
場
不
足
対
策
、

立
体
駐
車
場
の
具
体
化
、
東
駐
車
場
か

ら
空
港
に
向
か
う
ま
で
の
歩
道
に
雨
除

け
の
た
め
の
屋
根
や
壁
の
設
置
等
を
検

討
す
る
こ
と
。

③
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
と
も
に
搭
乗
客
数
が

コ
ロ
ナ
禍
前
を
上
回
り
、
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
考
慮
し
、
現
在
の
路
線
、
便

数
を
維
持
・
増
強
す
る
こ
と
。
搭
乗
客

数
の
維
持
・
増
加
の
た
め
の
方
策
を
講

ず
る
こ
と
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
福
岡
便
に
つ
い
て

は
、
１
便
の
出
発
時
刻
を
早
め
る
等
利

便
性
の
向
上
に
配
慮
す
る
こ
と
。
特

に
、Ｆ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
は
、休
便
と
な
っ

て
い
る
仙
台
便
の
早
期
の
再
開
を
引
き

続
き
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
る
こ

と
。

④
国
際
定
期
便
の
就
航
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
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推
進
に
向
け
て
、
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便

の
誘
致
へ
の
取
組
み
を
行
う
こ
と
。

３
．
国
道
９
号
出
雲
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線

化
　
一
般
国
道
９
号
出
雲
バ
イ
パ
ス
の
暫
定

２
車
線
区
間
の
早
期
４
車
線
化
整
備
事
業

化
を
関
係
先
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

４
．
人
材
不
足
に
対
す
る
各
種
取
り
組
み
、

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
へ
の
取
組
み
に

対
す
る
支
援

　
出
雲
市
内
の
事
業
所
で
は
慢
性
的
な
人

手
不
足
に
陥
っ
て
お
り
、
従
来
の
事
業
・

雇
用
形
態
か
ら
大
き
な
転
換
を
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を

契
機
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
表
面
化
し
、

出
雲
市
内
の
経
営
者
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
へ

の
意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
令

和
４
年
度
の
出
雲
市
の
企
業
実
態
調
査
で

も
Ｉ
Ｔ
導
入
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題
と

し
て
「
Ｉ
Ｔ
事
業
者
へ
の
委
託
費
用
が
か

か
る
」、「
対
応
す
る
人
材
の
不
足
」
等
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
導
入
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
に
取
組
む

事
業
者
の
た
め
、「
出
雲
市
中
小
企
業
者

等
デ
ジ
タ
ル
化
・
省
力
化
等
促
進
支
援
事

業
補
助
金
」
の
継
続
並
び
に
拡
大
に
加
え
、

人
手
不
足
で
悩
む
中
小
企
業
の
た
め
の
外

国
人
労
働
者
の
円
滑
な
受
け
入
れ
促
進
支

援
や
人
手
不
足
へ
の
対
応
の
た
め
の
従
業

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
中
核
人
材
の
育
成

支
援
等
を
お
願
い
し
た
い
。

５
．
信
用
保
証
料
補
助
制
度
の
継
続
・
拡

大
及
び
マ
ル
経
資
金
の
利
息
補
助
の
創

設
　
出
雲
市
に
お
い
て
は
、
島
根
県
制
度
融

資
の
８
つ
の
制
度
に
対
す
る
信
用
保
証
料

補
助
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
中
小
企
業
の

負
担
軽
減
に
取
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
。
島
根
県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
秋
に

向
け
て
小
口
保
証
制
度
「
か
な
え
」
の
後

継
制
度
の
創
設
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
側

聞
し
て
い
る
。
今
後
も
信
用
保
証
料
補
助

制
度
の
継
続
と
「
か
な
え
」
の
後
継
制
度

へ
の
適
用
拡
大
を
お
願
い
し
た
い
。

　
さ
ら
に
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
マ

ル
経
資
金
は
、小
規
模
事
業
者
が
無
担
保
・

無
保
証
で
利
用
で
き
る
経
営
改
善
の
た
め

の
融
資
制
度
で
あ
る
。
こ
の
資
金
は
、
多

く
の
小
規
模
事
業
者
が
利
用
し
や
す
い
一

方
で
、
返
済
負
担
も
伴
う
。
こ
の
返
済
に

か
か
る
利
息
の
一
部
を
補
助
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

６
．
地
域
交
通
及
び
二
次
交
通
対
策
の
促

進
と
旅
客
自
動
車
運
送
業
へ
の
支
援

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
が
減
少
し
、
需
要
が
回
復
し
た
現
在

も
夜
間
を
中
心
に
タ
ク
シ
ー
が
不
足
し
て

お
り
、
特
に
、
市
街
地
か
ら
離
れ
た
周
辺

地
域
で
は
、
も
と
も
と
公
共
交
通
が
弱
い

た
め
、
住
民
の
生
活
や
飲
食
業
営
業
を
中

心
と
す
る
事
業
者
の
経
営
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
客
へ
の
二
次

交
通
の
整
備
不
足
問
題
も
出
雲
市
の
観
光

振
興
を
図
る
上
で
最
大
の
懸
念
材
料
と
し

て
存
在
し
続
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、

現
在
、
出
雲
市
で
実
施
し
て
い
る
タ
ク

シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
た
め
の
支
援
を

継
続
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
的
に
導
入

が
進
ん
で
い
る「
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」

の
出
雲
市
へ
の
導
入
に
つ
い
て
も
積
極
的

な
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

７
．
地
域
内
経
済
循
環
の
推
進

　
出
雲
市
で
は
、
一
般
消
費
者
の
大
型
店

舗
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
利
用

増
に
よ
り
、
出
雲
市
内
か
ら
の
資
金
の
流

出
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
で
、
地
域
内
で
お
金
が
円
滑
に
循
環

し
、
資
金
を
地
域
に
留
め
る
こ
と
で
地
域

の
経
済
効
果
が
よ
り
高
め
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
今
年
２
月
に
運
用
が
開
始
さ
れ
た
「
い

ず
も
縁
結
び
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
を
活
用
し
、
出
雲

市
の
経
済
活
性
化
に
向
け
て
、「
地
域
内

資
金
循
環
」（
消
費
に
よ
る
地
域
内
資
金

循
環
）
を
、
消
費
喚
起
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

の
経
済
対
策
と
併
せ
て
実
施
す
る
な
ど
、

効
果
的
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

重
点
要
望
項
目

１
．
山
陰
自
動
車
道
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整

備
へ
の
働
き
か
け

　
山
陰
自
動
車
道
の
斐
川
Ｉ
Ｃ

－

出
雲
Ｉ

Ｃ
間
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
度
の
調
査
に
お
い
て
、

費
用
対
効
果
の
面
で
課
題
が
あ
る
と
の
結

果
が
出
て
い
る
が
、
引
き
続
き
整
備
に
向

け
関
係
機
関
と
の
協
議
を
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

２
．
高
速
鉄
道
整
備
に
向
け
た
運
動
の
展

開

  

山
陰
新
幹
線
・
伯
備
新
幹
線
に
つ
い
て

は
、
基
本
計
画
の
閣
議
決
定
（
昭
和
48

年
）
か
ら
52
年
が
経
過
し
た
が
、
未
だ
実

現
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
山
陰
新
幹

線
・
伯
備
新
幹
線
の
開
通
は
、
出
雲
地
域

に
と
っ
て
も
観
光
振
興
・
産
業
振
興
面
で

大
き
な
効
果
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
太
平
洋

側
に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
と
し
て
も
重
要
な
役

割
が
期
待
で
き
る
。

  

特
に
、
伯
備
新
幹
線
構
想
に
つ
い
て
は
、

「
中
国
横
断
新
幹
線
（
伯
備
新
幹
線
）
整

備
推
進
会
議
」
を
設
立
、
国
等
関
係
先
に

強
力
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
伯
備

新
幹
線
の
整
備
計
画
へ
の
格
上
げ
に
つ
い

て
、
県
等
関
係
地
域
・
関
係
機
関
と
連
携

し
、
引
き
続
き
要
望
活
動
を
強
化
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

３
．
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
新
た
な

建
設
に
向
け
た
働
き
か
け

　（
公
財
）
島
根
県
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

が
管
理
運
営
す
る
「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
い

ず
も
」
の
管
理
型
第
３
期
処
分
場
は
、
当

初
計
画
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
埋
立
て
が
進

ん
で
い
る
。
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財
団
で
は
、
処
分
場
内
の
安
定
型
処
分

場
を
用
途
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
中
だ

が
、
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
さ
ら
な
る
拡
張

の
余
地
は
な
い
。
島
根
県
と
し
て
は
、
新

た
に
県
内
に
１
箇
所
管
理
型
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
を
整
備
す
る
方
針
で
あ
る
。

　
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
出
雲
市
の

産
業
振
興
を
図
る
う
え
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
施
設
で
あ
る
。
新
た
な
処
分
場
が
出

雲
市
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
島
根
県
等
へ
の

働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

４
．
市
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
と
働
き
方

改
革
に
留
意
し
た
発
注
等

　
物
品
並
び
に
役
務
の
提
供
に
係
る
出
雲

市
か
ら
の
各
種
発
注
に
お
い
て
は
、
引
き

続
き
地
元
中
小
企
業
へ
の
優
先
発
注
を
徹

底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
方
で
、
入
札

に
お
け
る
不
当
廉
売
を
行
う
な
ど
公
正
な

競
争
を
乱
す
事
業
者
の
排
除
に
つ
い
て
も

対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に

は
、
働
き
方
改
革
に
配
慮
し
た
納
期
の
適

正
化
や
発
注
時
期
の
分
散
化
な
ど
に
つ
い

て
も
改
善
を
図
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た

い
。

５
．
公
共
工
事
の
発
注
促
進
、
発
注
時
期

の
分
散
化
並
び
に
工
事
単
価
の
配
慮

　
今
後
、
行
政
コ
ス
ト
の
軽
減
を
見
据

え
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
考
慮
し
て

い
く
必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
よ
り
住

み
や
す
い
出
雲
市
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
必
要

で
あ
り
、
ま
た
、
既
設
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
に
伴
う
改
修
も
求
め
ら
れ
る
。
引
き
続

き
、
公
共
工
事
の
一
定
量
の
確
保
と
、
小

規
模
事
業
者
、
中
山
間
地
域
を
含
め
た
市

内
企
業
へ
の
優
先
発
注
、
地
元
資
材
の
活

用
を
お
願
い
し
た
い
。

　
な
お
、
近
年
の
異
常
気
象
に
考
慮
し
、

熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら
工
事
開
始
時
期

の
見
直
し
や
高
温
時
に
作
業
を
中
止
す
る

「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
の
基
準

の
導
入
な
ど
、
工
事
現
場
で
働
く
者
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
の
具
体
的
な
対
策
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
工
事
が

一
時
期
に
集
中
し
な
い
よ
う
年
間
を
通
じ

た
発
注
・
施
工
の
分
散
も
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
さ
ら
に
は
、
建
設
工
事
資
材
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ

に
伴
う
人
件
費
の
高
騰
、
働
き
方
改
革
へ

の
対
応
な
ど
を
考
慮
い
た
だ
き
、
時
代
の

変
化
に
応
じ
た
単
価
に
基
づ
く
発
注
を
お

願
い
し
た
い
。

６
．
効
果
的
な
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
施
策
の
推
進

　
人
口
減
少
の
中
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増

加
に
向
け
て
、
市
を
挙
げ
た
積
極
的
な
取

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、（
公
財
）ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
、

（
特
非
）ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
京
・
大
阪
）
等
と
密
度
あ
る
情
報
交

換
を
行
い
、
効
果
的
な
施
策
（
フ
ェ
ア
開

催
等
）
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
対
し
て
住
居

支
援
や
移
住
補
助
金
等
の
支
援
策
の
継
続

拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

　
施
策
を
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
る
た
め

に
、
商
工
・
農
林
・
そ
の
他
関
係
団
体
と

情
報
交
換
・
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
心
の
あ
る

方
々
向
け
の
現
地
説
明
、
現
地
体
感
に
資

す
る
受
入
れ
拠
点
の
整
備
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
と
地
元
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
等
に
つ
い
て
も
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

７
．
空
き
家
問
題
へ
の
対
応
の
さ
ら
な
る

促
進

　
出
雲
市
に
お
い
て
空
き
家
等
対
策
協
議

会
で
検
討
が
行
わ
れ
、
利
活
用
に
向
け
て

実
績
も
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
一
層
の
定

住
促
進
に
結
び
つ
け
る
意
味
で
も
さ
ら
な

る
施
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
民
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
具
体
的
な
取
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
が
（（
特
非
）
出
雲
市

空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
、（
特
非
）
ひ
ら

た
空
き
家
再
生
舎
等
）、
こ
れ
ら
の
活
動

と
の
情
報
共
有
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
商
工
団
体
や
自
治
協
会
の
協
力

も
得
な
が
ら
空
き
家
、
空
き
店
舗
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
空
き
家
利
活
用
の
観
点
か
ら
定
住
促

進
住
ま
い
づ
く
り
助
成
金
の
対
象
を
拡
大

し
、
新
規
開
業
、
事
業
拡
大
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
者
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
策

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
は
、
空
き
家
の
利
活
用
を
行
う

た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
一
層
の
空

き
家
情
報
の
提
供
や
ふ
る
さ
と
島
根
定
住

財
団
と
の
連
携
、
相
談
窓
口
の
周
知
徹

底
、
空
き
家
購
入
や
改
修
工
事
に
つ
い
て

の
補
助
金
や
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
等
に

つ
い
て
の
施
策
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

　
特
に
、
平
田
地
域
中
心
部
で
は
、
平
田

商
工
会
議
所
「
定
住
促
進
委
員
会
」
が
、

活
用
可
能
な
空
き
家
を
特
定
す
る
た
め
の

調
査
を
実
施
し
、
情
報
の
デ
ー
タ
化
を
進

め
て
い
る
。
こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
空
き
家
所
有
者
に
対
し
、

定
住
促
進
や
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
地
域

の
未
来
像
を
共
有
し
、
空
き
家
の
活
用
へ

の
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
空
き
家
の
再
生
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

地
域
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
す
た
め
、
所

有
者
か
ら
協
力
の
同
意
を
得
ら
れ
た
空
き

家
に
つ
い
て
、
改
修
費
用
等
を
支
援
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

８
．
公
共
施
設
に
お
け
る
適
正
な
施
設
管

理
運
営
の
推
進

　「
出
雲
市
公
共
施
設
の
あ
り
方
指
針
」

に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
い
る
公
共
施
設
の

見
直
し
に
お
い
て
、「
廃
止
・
統
合
」
や
「
民

間
譲
渡
」
の
方
針
が
示
さ
れ
た
公
共
施
設

は
、
こ
れ
ま
で
地
域
住
民
の
生
活
に
深
く

根
差
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
な
く

な
る
と
、
日
常
生
活
の
利
便
性
が
損
な
わ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
々
が
集
ま

る
場
が
失
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
衰
退

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
公
共
施
設

は
、
そ
の
周
辺
の
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
も
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
利
用
者
の
減
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少
や
施
設
の
閉
鎖
は
、
地
域
の
商
工
業
者

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
地
域
経
済
を
弱
体

化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
見
直
し
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
検
討

状
況
等
に
関
し
適
切
な
情
報
提
供
に
努
め

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
元
住
民
及
び
事

業
者
等
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上

で
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
取
組
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

９
．
貨
物
運
送
事
業
等
へ
の
支
援

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
た
働
き

方
改
革
関
連
法
に
よ
り
、
物
流
業
界
は
売

上
減
少
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
減
少
等
の

問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
は
継
続
し
て
お
り
、
物

流
業
界
は
さ
ら
な
る
苦
境
に
直
面
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
物
流
業
界
以
外
の
業
種
で
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
の
影
響
は
大
き

い
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
令
和
４
年
度
に

実
施
さ
れ
た
「
出
雲
市
貨
物
運
送
事
業
者

等
燃
料
費
高
騰
対
策
緊
急
支
援
金
」
の
よ

う
な
助
成
金
を
物
流
業
界
以
外
の
業
種
も

対
象
に
す
る
こ
と
を
含
め
、
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

10
．
工
科
系
人
材
の
育
成

　
国
内
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
加
速

す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
製
造
業
の
人
材

確
保
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
製
造
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
化
や
Ｄ
Ｘ
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
対
応
で
き
る
専
門
的
人
材
並
び
に

工
科
系
分
野
の
幅
広
い
能
力
を
持
つ
人
材

の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
島
根
大
学
総

合
理
工
学
部
や
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校

等
か
ら
輩
出
さ
れ
る
人
材
の
多
く
は
県
外

企
業
に
就
職
し
、
県
内
企
業
、
引
い
て
は

市
内
企
業
で
の
確
保
は
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
国
立
技
術

科
学
大
学
、
工
科
系
短
期
大
学
・
専
門
学

校
の
誘
致
や
既
存
専
門
学
校
へ
の
新
学
科

や
専
門
コ
ー
ス
創
設
の
働
き
か
け
等
に
よ

り
専
門
的
人
材
の
育
成
・
確
保
並
び
に
圏

域
外
か
ら
の
人
材
流
入
・
確
保
を
お
願
い

し
た
い
。

11
．
採
用
活
動
に
関
す
る
補
助
金
の
創
設

　
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
小
企

業
の
採
用
活
動
は
、
資
金
の
面
か
ら
も
ノ

ウ
ハ
ウ
の
面
か
ら
も
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
大
手
求
人
企
業
へ
の
費
用
は
高

額
に
な
り
、
地
元
求
人
広
告
や
チ
ラ
シ
等

へ
の
掲
載
も
継
続
性
が
必
要
で
あ
る
。
島

根
県
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
採
用
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
支
援
補
助
金
」
等
が
あ
る
が
、

中
小
零
細
企
業
に
と
っ
て
は
要
件
が
厳
し

く
、
新
卒
者
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
採
用

活
動
へ
の
出
雲
市
独
自
の
補
助
金
等
の
新

設
を
お
願
い
し
た
い
。

12
．
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
徹
底

　
地
元
で
働
く
こ
と
の
意
味
、
生
き
が

い
、
勤
労
観
を
十
分
理
解
さ
せ
る
た
め
の

学
習
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
当
協
議
会
で
も
、
一
昨
年
度
か
ら
「
親

子
で
行
く
出
雲
の
お
仕
事
見
学
ツ
ア
ー
」

を
企
画
し
、
地
元
企
業
の
魅
力
を
発
見
し

て
も
ら
う
事
業
を
実
施
し
、
好
評
を
得
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
元
の
中
小
企
業
で
誇
り
を
持
っ
て
働

く
こ
と
の
尊
さ
を
学
習
す
る
た
め
に
、
市

内
事
業
所
へ
の
訪
問
（
生
徒
、
保
護
者
、

教
員
）、
職
業
体
験
等
へ
の
積
極
的
な
参

加
、
経
営
者
等
の
授
業
へ
の
参
画
（
講
師

派
遣
）、
教
員
に
よ
る
地
元
企
業
の
把
握

等
を
体
系
的
・
計
画
的
に
着
実
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。
引
き
続
き
、
小
・
中
・

高
校
を
通
じ
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
体
系

化
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
学

校
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。地

域
要
望
項
目

（
平
田
商
工
会
議
所
）

１
．
東
部
都
市
拠
点
の
活
性
化
に
対
す
る

支
援

　
東
部
都
市
拠
点
（
平
田
地
区
）
は
、
中

核
都
市
拠
点
に
次
ぐ
都
市
拠
点
と
し
て
、

商
業
、
居
住
、
医
療
・
福
祉
、
観
光
等
の

機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
し
て
い
る
。

①
平
田
商
工
会
議
所
で
は
、【
定
住
促
進

委
員
会
】
を
立
ち
上
げ
、
若
者
定
住
対

策
、
空
き
家
対
策
へ
の
喫
緊
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
若
者
の
他
地

域
か
ら
の
流
入
、
ま
た
地
域
内
か
ら
の

流
失
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
安
価
な
宅
地

が
必
要
で
あ
り
、
早
急
な
住
環
境
整
備

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
大
型
宅
地
開

発
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
農
地
転
用
や

土
地
区
画
整
理
事
業
へ
の
積
極
的
な
支

援
、
助
言
等
を
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

出
雲
市
主
導
に
よ
る
宅
地
開
発
へ
の
取

組
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
平
田
地
区
を
代
表
す
る
観
光
エ
リ
ア
で

あ
る
木
綿
街
道
は
、
古
い
街
並
み
と
老

舗
の
酒
屋
、
醬
油
屋
、
和
菓
子
屋
な
ど

伝
統
の
味
を
守
り
続
け
て
い
る
。
出
雲

市
で
は
、
こ
の
エ
リ
ア
に
対
し
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
の
導
入
を
前

提
に
検
討
い
た
だ
き
、
木
綿
街
道
周
辺

住
民
も
一
体
と
な
り
本
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
い
て

は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度

の
導
入
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

２
．
出
雲
空
港
か
ら
平
田
へ
の
タ
ク
シ
ー

利
用
者
へ
の
補
助
創
出
に
つ
い
て

　
出
雲
空
港
と
平
田
を
結
ぶ
交
通
手
段
を

整
備
す
る
こ
と
は
、
一
畑
電
車
の
利
用
促

進
に
つ
な
が
り
、
木
綿
街
道
で
の
滞
在

や
、出
雲
大
社
、松
江
へ
の
観
光
周
遊
ル
ー

ト
の
一
部
と
な
る
。
ま
た
、
現
在
、
空
港

か
ら
の
連
絡
バ
ス
は
出
雲
市
駅
線
・
玉
造

温
泉
・
出
雲
大
社
・
松
江
線
が
運
行
さ
れ

て
お
り
、
平
田
方
面
へ
の
路
線
は
運
行
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
タ

ク
シ
ー
で
平
田
へ
移
動
し
た
利
用
者
に
対

し
て
の
補
助
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
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財
団
で
は
、
処
分
場
内
の
安
定
型
処
分

場
を
用
途
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
中
だ

が
、
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
さ
ら
な
る
拡
張

の
余
地
は
な
い
。
島
根
県
と
し
て
は
、
新

た
に
県
内
に
１
箇
所
管
理
型
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
を
整
備
す
る
方
針
で
あ
る
。

　
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
出
雲
市
の

産
業
振
興
を
図
る
う
え
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
施
設
で
あ
る
。
新
た
な
処
分
場
が
出

雲
市
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
島
根
県
等
へ
の

働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

４
．
市
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
と
働
き
方

改
革
に
留
意
し
た
発
注
等

　
物
品
並
び
に
役
務
の
提
供
に
係
る
出
雲

市
か
ら
の
各
種
発
注
に
お
い
て
は
、
引
き

続
き
地
元
中
小
企
業
へ
の
優
先
発
注
を
徹

底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
方
で
、
入
札

に
お
け
る
不
当
廉
売
を
行
う
な
ど
公
正
な

競
争
を
乱
す
事
業
者
の
排
除
に
つ
い
て
も

対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に

は
、
働
き
方
改
革
に
配
慮
し
た
納
期
の
適

正
化
や
発
注
時
期
の
分
散
化
な
ど
に
つ
い

て
も
改
善
を
図
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た

い
。

５
．
公
共
工
事
の
発
注
促
進
、
発
注
時
期

の
分
散
化
並
び
に
工
事
単
価
の
配
慮

　
今
後
、
行
政
コ
ス
ト
の
軽
減
を
見
据

え
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
考
慮
し
て

い
く
必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
よ
り
住

み
や
す
い
出
雲
市
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
必
要

で
あ
り
、
ま
た
、
既
設
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
に
伴
う
改
修
も
求
め
ら
れ
る
。
引
き
続

き
、
公
共
工
事
の
一
定
量
の
確
保
と
、
小

規
模
事
業
者
、
中
山
間
地
域
を
含
め
た
市

内
企
業
へ
の
優
先
発
注
、
地
元
資
材
の
活

用
を
お
願
い
し
た
い
。

　
な
お
、
近
年
の
異
常
気
象
に
考
慮
し
、

熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら
工
事
開
始
時
期

の
見
直
し
や
高
温
時
に
作
業
を
中
止
す
る

「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
の
基
準

の
導
入
な
ど
、
工
事
現
場
で
働
く
者
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
の
具
体
的
な
対
策
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
工
事
が

一
時
期
に
集
中
し
な
い
よ
う
年
間
を
通
じ

た
発
注
・
施
工
の
分
散
も
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
さ
ら
に
は
、
建
設
工
事
資
材
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ

に
伴
う
人
件
費
の
高
騰
、
働
き
方
改
革
へ

の
対
応
な
ど
を
考
慮
い
た
だ
き
、
時
代
の

変
化
に
応
じ
た
単
価
に
基
づ
く
発
注
を
お

願
い
し
た
い
。

６
．
効
果
的
な
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
施
策
の
推
進

　
人
口
減
少
の
中
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増

加
に
向
け
て
、
市
を
挙
げ
た
積
極
的
な
取

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、（
公
財
）ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
、

（
特
非
）ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
京
・
大
阪
）
等
と
密
度
あ
る
情
報
交

換
を
行
い
、
効
果
的
な
施
策
（
フ
ェ
ア
開

催
等
）
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
対
し
て
住
居

支
援
や
移
住
補
助
金
等
の
支
援
策
の
継
続

拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

　
施
策
を
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
る
た
め

に
、
商
工
・
農
林
・
そ
の
他
関
係
団
体
と

情
報
交
換
・
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
心
の
あ
る

方
々
向
け
の
現
地
説
明
、
現
地
体
感
に
資

す
る
受
入
れ
拠
点
の
整
備
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
と
地
元
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
等
に
つ
い
て
も
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

７
．
空
き
家
問
題
へ
の
対
応
の
さ
ら
な
る

促
進

　
出
雲
市
に
お
い
て
空
き
家
等
対
策
協
議

会
で
検
討
が
行
わ
れ
、
利
活
用
に
向
け
て

実
績
も
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
一
層
の
定

住
促
進
に
結
び
つ
け
る
意
味
で
も
さ
ら
な

る
施
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
民
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
具
体
的
な
取
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
が
（（
特
非
）
出
雲
市

空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
、（
特
非
）
ひ
ら

た
空
き
家
再
生
舎
等
）、
こ
れ
ら
の
活
動

と
の
情
報
共
有
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
商
工
団
体
や
自
治
協
会
の
協
力

も
得
な
が
ら
空
き
家
、
空
き
店
舗
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
空
き
家
利
活
用
の
観
点
か
ら
定
住
促

進
住
ま
い
づ
く
り
助
成
金
の
対
象
を
拡
大

し
、
新
規
開
業
、
事
業
拡
大
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
者
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
策

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
は
、
空
き
家
の
利
活
用
を
行
う

た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
一
層
の
空

き
家
情
報
の
提
供
や
ふ
る
さ
と
島
根
定
住

財
団
と
の
連
携
、
相
談
窓
口
の
周
知
徹

底
、
空
き
家
購
入
や
改
修
工
事
に
つ
い
て

の
補
助
金
や
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
等
に

つ
い
て
の
施
策
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

　
特
に
、
平
田
地
域
中
心
部
で
は
、
平
田

商
工
会
議
所
「
定
住
促
進
委
員
会
」
が
、

活
用
可
能
な
空
き
家
を
特
定
す
る
た
め
の

調
査
を
実
施
し
、
情
報
の
デ
ー
タ
化
を
進

め
て
い
る
。
こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
空
き
家
所
有
者
に
対
し
、

定
住
促
進
や
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
地
域

の
未
来
像
を
共
有
し
、
空
き
家
の
活
用
へ

の
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
空
き
家
の
再
生
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

地
域
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
す
た
め
、
所

有
者
か
ら
協
力
の
同
意
を
得
ら
れ
た
空
き

家
に
つ
い
て
、
改
修
費
用
等
を
支
援
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

８
．
公
共
施
設
に
お
け
る
適
正
な
施
設
管

理
運
営
の
推
進

　「
出
雲
市
公
共
施
設
の
あ
り
方
指
針
」

に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
い
る
公
共
施
設
の

見
直
し
に
お
い
て
、「
廃
止
・
統
合
」
や
「
民

間
譲
渡
」
の
方
針
が
示
さ
れ
た
公
共
施
設

は
、
こ
れ
ま
で
地
域
住
民
の
生
活
に
深
く

根
差
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
な
く

な
る
と
、
日
常
生
活
の
利
便
性
が
損
な
わ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
々
が
集
ま

る
場
が
失
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
衰
退

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
公
共
施
設

は
、
そ
の
周
辺
の
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
も
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
利
用
者
の
減
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少
や
施
設
の
閉
鎖
は
、
地
域
の
商
工
業
者

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
地
域
経
済
を
弱
体

化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
見
直
し
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
検
討

状
況
等
に
関
し
適
切
な
情
報
提
供
に
努
め

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
元
住
民
及
び
事

業
者
等
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上

で
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
取
組
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

９
．
貨
物
運
送
事
業
等
へ
の
支
援

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
た
働
き

方
改
革
関
連
法
に
よ
り
、
物
流
業
界
は
売

上
減
少
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
減
少
等
の

問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
は
継
続
し
て
お
り
、
物

流
業
界
は
さ
ら
な
る
苦
境
に
直
面
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
物
流
業
界
以
外
の
業
種
で
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
の
影
響
は
大
き

い
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
令
和
４
年
度
に

実
施
さ
れ
た
「
出
雲
市
貨
物
運
送
事
業
者

等
燃
料
費
高
騰
対
策
緊
急
支
援
金
」
の
よ

う
な
助
成
金
を
物
流
業
界
以
外
の
業
種
も

対
象
に
す
る
こ
と
を
含
め
、
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

10
．
工
科
系
人
材
の
育
成

　
国
内
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
加
速

す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
製
造
業
の
人
材

確
保
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
製
造
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
化
や
Ｄ
Ｘ
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
対
応
で
き
る
専
門
的
人
材
並
び
に

工
科
系
分
野
の
幅
広
い
能
力
を
持
つ
人
材

の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
島
根
大
学
総

合
理
工
学
部
や
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校

等
か
ら
輩
出
さ
れ
る
人
材
の
多
く
は
県
外

企
業
に
就
職
し
、
県
内
企
業
、
引
い
て
は

市
内
企
業
で
の
確
保
は
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
国
立
技
術

科
学
大
学
、
工
科
系
短
期
大
学
・
専
門
学

校
の
誘
致
や
既
存
専
門
学
校
へ
の
新
学
科

や
専
門
コ
ー
ス
創
設
の
働
き
か
け
等
に
よ

り
専
門
的
人
材
の
育
成
・
確
保
並
び
に
圏

域
外
か
ら
の
人
材
流
入
・
確
保
を
お
願
い

し
た
い
。

11
．
採
用
活
動
に
関
す
る
補
助
金
の
創
設

　
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
小
企

業
の
採
用
活
動
は
、
資
金
の
面
か
ら
も
ノ

ウ
ハ
ウ
の
面
か
ら
も
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
大
手
求
人
企
業
へ
の
費
用
は
高

額
に
な
り
、
地
元
求
人
広
告
や
チ
ラ
シ
等

へ
の
掲
載
も
継
続
性
が
必
要
で
あ
る
。
島

根
県
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
採
用
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
支
援
補
助
金
」
等
が
あ
る
が
、

中
小
零
細
企
業
に
と
っ
て
は
要
件
が
厳
し

く
、
新
卒
者
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
採
用

活
動
へ
の
出
雲
市
独
自
の
補
助
金
等
の
新

設
を
お
願
い
し
た
い
。

12
．
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
徹
底

　
地
元
で
働
く
こ
と
の
意
味
、
生
き
が

い
、
勤
労
観
を
十
分
理
解
さ
せ
る
た
め
の

学
習
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
当
協
議
会
で
も
、
一
昨
年
度
か
ら
「
親

子
で
行
く
出
雲
の
お
仕
事
見
学
ツ
ア
ー
」

を
企
画
し
、
地
元
企
業
の
魅
力
を
発
見
し

て
も
ら
う
事
業
を
実
施
し
、
好
評
を
得
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
元
の
中
小
企
業
で
誇
り
を
持
っ
て
働

く
こ
と
の
尊
さ
を
学
習
す
る
た
め
に
、
市

内
事
業
所
へ
の
訪
問
（
生
徒
、
保
護
者
、

教
員
）、
職
業
体
験
等
へ
の
積
極
的
な
参

加
、
経
営
者
等
の
授
業
へ
の
参
画
（
講
師

派
遣
）、
教
員
に
よ
る
地
元
企
業
の
把
握

等
を
体
系
的
・
計
画
的
に
着
実
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。
引
き
続
き
、
小
・
中
・

高
校
を
通
じ
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
体
系

化
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
学

校
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。地

域
要
望
項
目

（
平
田
商
工
会
議
所
）

１
．
東
部
都
市
拠
点
の
活
性
化
に
対
す
る

支
援

　
東
部
都
市
拠
点
（
平
田
地
区
）
は
、
中

核
都
市
拠
点
に
次
ぐ
都
市
拠
点
と
し
て
、

商
業
、
居
住
、
医
療
・
福
祉
、
観
光
等
の

機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
し
て
い
る
。

①
平
田
商
工
会
議
所
で
は
、【
定
住
促
進

委
員
会
】
を
立
ち
上
げ
、
若
者
定
住
対

策
、
空
き
家
対
策
へ
の
喫
緊
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
若
者
の
他
地

域
か
ら
の
流
入
、
ま
た
地
域
内
か
ら
の

流
失
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
安
価
な
宅
地

が
必
要
で
あ
り
、
早
急
な
住
環
境
整
備

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
大
型
宅
地
開

発
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
農
地
転
用
や

土
地
区
画
整
理
事
業
へ
の
積
極
的
な
支

援
、
助
言
等
を
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

出
雲
市
主
導
に
よ
る
宅
地
開
発
へ
の
取

組
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
平
田
地
区
を
代
表
す
る
観
光
エ
リ
ア
で

あ
る
木
綿
街
道
は
、
古
い
街
並
み
と
老

舗
の
酒
屋
、
醬
油
屋
、
和
菓
子
屋
な
ど

伝
統
の
味
を
守
り
続
け
て
い
る
。
出
雲

市
で
は
、
こ
の
エ
リ
ア
に
対
し
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
の
導
入
を
前

提
に
検
討
い
た
だ
き
、
木
綿
街
道
周
辺

住
民
も
一
体
と
な
り
本
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
い
て

は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度

の
導
入
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

２
．
出
雲
空
港
か
ら
平
田
へ
の
タ
ク
シ
ー

利
用
者
へ
の
補
助
創
出
に
つ
い
て

　
出
雲
空
港
と
平
田
を
結
ぶ
交
通
手
段
を

整
備
す
る
こ
と
は
、
一
畑
電
車
の
利
用
促

進
に
つ
な
が
り
、
木
綿
街
道
で
の
滞
在

や
、出
雲
大
社
、松
江
へ
の
観
光
周
遊
ル
ー

ト
の
一
部
と
な
る
。
ま
た
、
現
在
、
空
港

か
ら
の
連
絡
バ
ス
は
出
雲
市
駅
線
・
玉
造

温
泉
・
出
雲
大
社
・
松
江
線
が
運
行
さ
れ

て
お
り
、
平
田
方
面
へ
の
路
線
は
運
行
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
タ

ク
シ
ー
で
平
田
へ
移
動
し
た
利
用
者
に
対

し
て
の
補
助
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
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い
。

３
．
河
下
港
の
利
活
用
策
の
推
進
に
つ
い

て
　
河
下
港
に
お
い
て
は
、
垂
水
岸
壁
の
延

長
工
事
、
小
津
岸
壁
の
老
朽
化
工
事
等
の

整
備
が
始
ま
り
、「
特
定
地
域
振
興
重
要

港
湾
」
と
し
て
、
県
東
部
の
重
要
な
物
流

拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
大
型
船
の
受
け
入

れ
態
勢
も
整
い
つ
つ
あ
る
。
こ
の
機
会
を

活
か
し
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
を
積
極
的

に
誘
致
す
る
こ
と
で
、
港
を
県
東
部
に
お

け
る
重
要
な
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
、
観

光
振
興
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
河
下
港
を
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇

が
物
資
を
補
給
す
る
基
地
と
し
て
誘
致
す

る
こ
と
は
、
地
元
経
済
に
と
っ
て
基
地
施

設
の
整
備
や
物
資
の
補
給
、
隊
員
の
配
備

の
ほ
か
、
基
地
の
観
光
施
設
化
等
に
よ
り

大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
河
下

港
は
単
な
る
物
流
拠
点
か
ら
、
観
光
と
安

全
保
障
の
両
面
で
地
域
の
中
心
と
な
る
港

へ
と
進
化
し
、
平
田
地
域
ひ
い
て
は
出
雲

市
全
体
の
経
済
的
発
展
と
雇
用
の
創
出
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

河
下
港
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

い
。

（
斐
川
町
商
工
会
）

４
．
国
道
９
号
冨
村
交
差
点
以
東
の
区
間

の
片
側
２
車
線
化
整
備
の
働
き
か
け

　
国
道
９
号
の
斐
川
地
域
に
お
い
て
は
冨

村
交
差
点
で
片
側
２
車
線
区
間
が
終
わ

り
、
こ
れ
よ
り
以
東
は
、
片
側
１
車
線
の

状
態
で
あ
る
。
近
年
、
㈱
出
雲
村
田
製
作

所
関
連
の
通
勤
車
両
等
は
増
加
し
、
他
の

企
業
の
通
勤
車
両
の
流
入
も
相
ま
っ
て
、

国
道
９
号
や
接
続
す
る
南
北
道
路
の
朝
夕

の
交
通
渋
滞
は
非
常
に
悪
化
し
て
い
る
。

　
新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
も
進
む
中
、

斐
川
地
域
は
今
後
も
域
外
か
ら
の
通
勤
車

両
の
流
入
の
増
加
や
、
居
住
人
口
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
国
道
９
号
冨
村
交

差
点
以
東
の
区
間
の
片
側
２
車
線
化
の
計

画
検
討
、
事
業
実
施
に
向
け
て
早
急
に
関

係
機
関
に
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

（
出
雲
商
工
会
議
所
）

５
．
県
道
26
号
出
雲
三
刀
屋
線
の
整
備
促

進
　
主
要
地
方
道
出
雲
三
刀
屋
線
は
、
雲
南

市
、
飯
南
町
か
ら
緊
急
医
療
、
高
度
先
進

医
療
の
拠
点
で
あ
る
出
雲
市
を
結
ぶ
重
要

な
道
路
で
あ
る
。
ま
た
、「
中
国
横
断
自

動
車
道
尾
道
松
江
線
・
三
刀
屋
木
次
イ
ン

タ
ー
」
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
今
後
、

一
層
交
通
量
が
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
、
路
線
の
大
半
が
斐
伊
川
と

併
走
し
て
お
り
風
雪
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
引
き
続
き
早
期
の
改
良
整
備
を
お
願

い
し
た
い
。

６
．
島
根
県
立
浜
山
公
園
駐
車
場
の
整
備

　
２
０
３
０
年
に
開
催
さ
れ
る
「
島
根
か

み
あ
り
国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
」
で
は
、
島

根
県
立
浜
山
公
園
が
メ
イ
ン
会
場
と
な

り
、
多
数
の
競
技
が
開
催
さ
れ
る
。
ま

た
、
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム

ア
リ
ー
ナ
で
あ
る
松
江
市
総
合
体
育
館
が

令
和
７
年
８
月
か
ら
改
修
工
事
に
入
る
た

め
、
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
は
「
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
」（
島
根
県

立
浜
山
体
育
館
）
が
代
替
会
場
と
な
る
予

定
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
後
、
島
根
県
立
浜
山

公
園
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
、
大
規
模
な

イ
ベ
ン
ト
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
、
多
数

の
来
場
者
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
島
根
県
立
浜

山
公
園
の
駐
車
場
は
約1,000

台
分
の
収

容
能
力
し
か
な
い
。
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
に
は
、
周
辺
道
路
の
著
し
い
交
通
渋

滞
や
違
法
駐
車
の
増
加
を
招
き
、
来
場
者

の
利
便
性
を
著
し
く
損
な
う
だ
け
で
な

く
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

　
来
場
者
の
安
全
確
保
と
円
滑
な
交
通
環

境
の
維
持
、
そ
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
も
、
島
根
県
立
浜
山
公
園
に
お

け
る
駐
車
場
の
増
設
を
関
係
機
関
に
働
き

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

７
．
県
道
２
７
７
号
多
伎
江
南
出
雲
線
の

混
雑
緩
和

　
令
和
７
年
３
月
２
日
に
山
陰
自
動
車
道

「
出
雲
・
湖
陵
道
路
」
及
び
「
湖
陵
・
多

伎
道
路
」
が
開
通
し
た
が
、
こ
の
開
通
に

伴
い
、
県
道
３
３
７
号
出
雲
イ
ン
タ
ー
線

か
ら
繋
が
る
県
道
２
７
７
号
多
伎
江
南
出

雲
線
に
お
い
て
、
特
に
朝
夕
の
通
勤
時
間

帯
を
中
心
に
古
志
大
橋
周
辺
で
著
し
い
交

通
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
。

　
こ
の
混
雑
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活

に
お
け
る
通
勤
・
通
学
は
も
と
よ
り
、
物

流
や
緊
急
車
両
の
通
行
に
も
支
障
を
き
た

し
て
お
り
、
沿
線
住
民
の
生
活
環
境
へ
の

影
響
は
看
過
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　
県
道
２
７
７
号
多
伎
江
南
出
雲
線
の
片

側
２
車
線
化
の
早
期
事
業
化
や
信
号
現
示

の
最
適
化
及
び
時
差
式
信
号
機
の
導
入
の

検
討
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
交
通

量
調
査
及
び
継
続
的
な
対
策
協
議
の
実
施

な
ど
、
早
急
に
ご
検
討
い
た
だ
き
、
県
道

２
７
７
号
多
伎
江
南
出
雲
線
に
お
け
る
交

通
混
雑
の
緩
和
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

８
．
神
西
湖
の
整
備

　
神
西
湖
で
は
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
漁
獲

量
が
激
減
し
て
お
り
、
水
質
の
悪
化
に
よ

る
ヘ
ド
ロ
の
堆
積
な
ど
が
主
な
要
因
と
推

察
さ
れ
る
。
水
質
改
善
に
向
け
た
具
体
的

な
措
置
や
、
水
質
悪
化
の
防
止
及
び
浄
化

の
取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
神
西
湖
は
出
雲
国
風
土
記
に
も
登
場

す
る
歴
史
的
な
地
で
あ
り
、
観
光
資
源
と

し
て
の
潜
在
力
も
高
い
地
域
で
あ
る
た

め
、
漁
業
資
源
と
観
光
資
源
を
融
合
さ
せ

た
整
備
を
し
、
観
光
周
遊
地
と
し
て
の
活

用
を
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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出
雲
ガ
ス
株
式
会
社

出
雲
ガ
ス
株
式
会
社

環
境
と
経
済
の
両
立
を
目
指
す
Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み

環
境
と
経
済
の
両
立
を
目
指
す
Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み

■
所
在
地

　出
雲
市
上
塩
冶
町
２
３
８
８ｰ

１

■
業

　
　種

　ガ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
業

■
従
業
員
数

　32
人

取り組み事例
GXGX
取り組み事例
GXGX

出雲市の J- クレジット制度の活用

受入式の様子

出雲ガス㈱

オンラインでの朝礼

課
　
題

当
社
は
、
ガ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
業

で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
に
つ
い
て
少
な

か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
業
種
で
す
。
そ
の

た
め
、
Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
は
、
環
境
配
慮
と

経
済
性
を
ど
う
両
立
さ
せ
る
か
と
い
う
大

き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
脱

炭
素
の
重
要
性
と
い
っ
た
環
境
意
識
の
高

ま
り
を
感
じ
つ
つ
も
、
制
度
理
解
の
難
し

さ
と
価
格
面
で
の
障
壁
が
依
然
と
し
て
大

き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｘ
施
策

そ
う
し
た
中
、
当
社
で
は
、
業
界
全
体

の
動
き
に
沿
い
な
が
ら
、
地
域
に
適
し
た

Ｇ
Ｘ
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
の

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
化
、
省
エ
ネ
機
器

の
普
及
を
通
じ
た
「
減
炭
素
」
活
動
の
推

進
、
ガ
ス
・
電
気
・
水
道
の
効
率
的
な
使

い
方
の
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
節
約
術
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。出
雲
市
が
行
っ
て
い
る「
神

話
の
國
出
雲
さ
ん
さ
ん
倶
楽
部
（
Ｊ‒

ク

レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活
用
事
業
）」
を
活
用

し
、
事
業
活
動
で
発
生
し
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
１
５
０
ｔ‒

Ｃ
Ｏ
２
を
カ
ー
ボ
ン
・
オ

フ
セ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
地
域
で
の
Ｇ
Ｘ
推

進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｘ
推
進
活
動

当
社
は
、
省
エ
ネ
型
の
ガ
ス
機
器
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
、
節
水
型
設
備
な
ど
を
通
じ
、

経
済
的
か
つ
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
社
の
取
組

み
と
し
て
、
自
家
消
費
型
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
設
置
、
電
気
自
動
車
の
試
験
導
入
、
食

品
ロ
ス
削
減
の
取
組
な
ど
、
身
近
に
で
き

る
Ｇ
Ｘ
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

電
気
と
ガ
ス
の
両
方
を
扱
う
事
業
者
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
最
適
な
使
い
方
を
提
案
し
て
い

き
ま
す
。

今
後
の
展
望

今
後
は
、
省
エ
ネ
に
よ
る
住
宅
の
環
境

性
能
向
上
の
啓
発
を
図
り
な
が
ら
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
や
低
炭
素
ガ
ス
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
価

格
と
価
値
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
つ
つ
、

お
客
さ
ま
に
と
っ
て
選
び
や
す
い
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ガ
ス
が
果
た
す
役
割
を
見
直

し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
地
域
に
根
差
し
た
Ｇ
Ｘ
推
進
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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い
。

３
．
河
下
港
の
利
活
用
策
の
推
進
に
つ
い

て
　
河
下
港
に
お
い
て
は
、
垂
水
岸
壁
の
延

長
工
事
、
小
津
岸
壁
の
老
朽
化
工
事
等
の

整
備
が
始
ま
り
、「
特
定
地
域
振
興
重
要

港
湾
」
と
し
て
、
県
東
部
の
重
要
な
物
流

拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
大
型
船
の
受
け
入

れ
態
勢
も
整
い
つ
つ
あ
る
。
こ
の
機
会
を

活
か
し
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
を
積
極
的

に
誘
致
す
る
こ
と
で
、
港
を
県
東
部
に
お

け
る
重
要
な
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
、
観

光
振
興
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
河
下
港
を
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇

が
物
資
を
補
給
す
る
基
地
と
し
て
誘
致
す

る
こ
と
は
、
地
元
経
済
に
と
っ
て
基
地
施

設
の
整
備
や
物
資
の
補
給
、
隊
員
の
配
備

の
ほ
か
、
基
地
の
観
光
施
設
化
等
に
よ
り

大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
河
下

港
は
単
な
る
物
流
拠
点
か
ら
、
観
光
と
安

全
保
障
の
両
面
で
地
域
の
中
心
と
な
る
港

へ
と
進
化
し
、
平
田
地
域
ひ
い
て
は
出
雲

市
全
体
の
経
済
的
発
展
と
雇
用
の
創
出
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

河
下
港
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

い
。

（
斐
川
町
商
工
会
）

４
．
国
道
９
号
冨
村
交
差
点
以
東
の
区
間

の
片
側
２
車
線
化
整
備
の
働
き
か
け

　
国
道
９
号
の
斐
川
地
域
に
お
い
て
は
冨

村
交
差
点
で
片
側
２
車
線
区
間
が
終
わ

り
、
こ
れ
よ
り
以
東
は
、
片
側
１
車
線
の

状
態
で
あ
る
。
近
年
、
㈱
出
雲
村
田
製
作

所
関
連
の
通
勤
車
両
等
は
増
加
し
、
他
の

企
業
の
通
勤
車
両
の
流
入
も
相
ま
っ
て
、

国
道
９
号
や
接
続
す
る
南
北
道
路
の
朝
夕

の
交
通
渋
滞
は
非
常
に
悪
化
し
て
い
る
。

　
新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
も
進
む
中
、

斐
川
地
域
は
今
後
も
域
外
か
ら
の
通
勤
車

両
の
流
入
の
増
加
や
、
居
住
人
口
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
国
道
９
号
冨
村
交

差
点
以
東
の
区
間
の
片
側
２
車
線
化
の
計

画
検
討
、
事
業
実
施
に
向
け
て
早
急
に
関

係
機
関
に
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

（
出
雲
商
工
会
議
所
）

５
．
県
道
26
号
出
雲
三
刀
屋
線
の
整
備
促

進
　
主
要
地
方
道
出
雲
三
刀
屋
線
は
、
雲
南

市
、
飯
南
町
か
ら
緊
急
医
療
、
高
度
先
進

医
療
の
拠
点
で
あ
る
出
雲
市
を
結
ぶ
重
要

な
道
路
で
あ
る
。
ま
た
、「
中
国
横
断
自

動
車
道
尾
道
松
江
線
・
三
刀
屋
木
次
イ
ン

タ
ー
」
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
今
後
、

一
層
交
通
量
が
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
、
路
線
の
大
半
が
斐
伊
川
と

併
走
し
て
お
り
風
雪
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
引
き
続
き
早
期
の
改
良
整
備
を
お
願

い
し
た
い
。

６
．
島
根
県
立
浜
山
公
園
駐
車
場
の
整
備

　
２
０
３
０
年
に
開
催
さ
れ
る
「
島
根
か

み
あ
り
国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
」
で
は
、
島

根
県
立
浜
山
公
園
が
メ
イ
ン
会
場
と
な

り
、
多
数
の
競
技
が
開
催
さ
れ
る
。
ま

た
、
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム

ア
リ
ー
ナ
で
あ
る
松
江
市
総
合
体
育
館
が

令
和
７
年
８
月
か
ら
改
修
工
事
に
入
る
た

め
、
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
は
「
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
」（
島
根
県

立
浜
山
体
育
館
）
が
代
替
会
場
と
な
る
予

定
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
後
、
島
根
県
立
浜
山

公
園
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
、
大
規
模
な

イ
ベ
ン
ト
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
、
多
数

の
来
場
者
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
島
根
県
立
浜

山
公
園
の
駐
車
場
は
約1,000

台
分
の
収

容
能
力
し
か
な
い
。
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
に
は
、
周
辺
道
路
の
著
し
い
交
通
渋

滞
や
違
法
駐
車
の
増
加
を
招
き
、
来
場
者

の
利
便
性
を
著
し
く
損
な
う
だ
け
で
な

く
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

　
来
場
者
の
安
全
確
保
と
円
滑
な
交
通
環

境
の
維
持
、
そ
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
も
、
島
根
県
立
浜
山
公
園
に
お

け
る
駐
車
場
の
増
設
を
関
係
機
関
に
働
き

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

７
．
県
道
２
７
７
号
多
伎
江
南
出
雲
線
の

混
雑
緩
和

　
令
和
７
年
３
月
２
日
に
山
陰
自
動
車
道

「
出
雲
・
湖
陵
道
路
」
及
び
「
湖
陵
・
多

伎
道
路
」
が
開
通
し
た
が
、
こ
の
開
通
に

伴
い
、
県
道
３
３
７
号
出
雲
イ
ン
タ
ー
線

か
ら
繋
が
る
県
道
２
７
７
号
多
伎
江
南
出

雲
線
に
お
い
て
、
特
に
朝
夕
の
通
勤
時
間

帯
を
中
心
に
古
志
大
橋
周
辺
で
著
し
い
交

通
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
。

　
こ
の
混
雑
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活

に
お
け
る
通
勤
・
通
学
は
も
と
よ
り
、
物

流
や
緊
急
車
両
の
通
行
に
も
支
障
を
き
た

し
て
お
り
、
沿
線
住
民
の
生
活
環
境
へ
の

影
響
は
看
過
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　
県
道
２
７
７
号
多
伎
江
南
出
雲
線
の
片

側
２
車
線
化
の
早
期
事
業
化
や
信
号
現
示

の
最
適
化
及
び
時
差
式
信
号
機
の
導
入
の

検
討
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
交
通

量
調
査
及
び
継
続
的
な
対
策
協
議
の
実
施

な
ど
、
早
急
に
ご
検
討
い
た
だ
き
、
県
道

２
７
７
号
多
伎
江
南
出
雲
線
に
お
け
る
交

通
混
雑
の
緩
和
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

８
．
神
西
湖
の
整
備

　
神
西
湖
で
は
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
漁
獲

量
が
激
減
し
て
お
り
、
水
質
の
悪
化
に
よ

る
ヘ
ド
ロ
の
堆
積
な
ど
が
主
な
要
因
と
推

察
さ
れ
る
。
水
質
改
善
に
向
け
た
具
体
的

な
措
置
や
、
水
質
悪
化
の
防
止
及
び
浄
化

の
取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
神
西
湖
は
出
雲
国
風
土
記
に
も
登
場

す
る
歴
史
的
な
地
で
あ
り
、
観
光
資
源
と

し
て
の
潜
在
力
も
高
い
地
域
で
あ
る
た

め
、
漁
業
資
源
と
観
光
資
源
を
融
合
さ
せ

た
整
備
を
し
、
観
光
周
遊
地
と
し
て
の
活

用
を
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
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環
境
と
経
済
の
両
立
を
目
指
す
Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み

環
境
と
経
済
の
両
立
を
目
指
す
Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み

■
所
在
地

　出
雲
市
上
塩
冶
町
２
３
８
８ｰ

１

■
業

　
　種

　ガ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
業

■
従
業
員
数

　32
人

取り組み事例
GXGX
取り組み事例
GXGX

出雲市の J- クレジット制度の活用

受入式の様子

出雲ガス㈱

オンラインでの朝礼

課
　
題

当
社
は
、
ガ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
業

で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
に
つ
い
て
少
な

か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
業
種
で
す
。
そ
の

た
め
、
Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
は
、
環
境
配
慮
と

経
済
性
を
ど
う
両
立
さ
せ
る
か
と
い
う
大

き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
脱

炭
素
の
重
要
性
と
い
っ
た
環
境
意
識
の
高

ま
り
を
感
じ
つ
つ
も
、
制
度
理
解
の
難
し

さ
と
価
格
面
で
の
障
壁
が
依
然
と
し
て
大

き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｘ
施
策

そ
う
し
た
中
、
当
社
で
は
、
業
界
全
体

の
動
き
に
沿
い
な
が
ら
、
地
域
に
適
し
た

Ｇ
Ｘ
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
の

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
化
、
省
エ
ネ
機
器

の
普
及
を
通
じ
た
「
減
炭
素
」
活
動
の
推

進
、
ガ
ス
・
電
気
・
水
道
の
効
率
的
な
使

い
方
の
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
節
約
術
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。出
雲
市
が
行
っ
て
い
る「
神

話
の
國
出
雲
さ
ん
さ
ん
倶
楽
部
（
Ｊ‒

ク

レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活
用
事
業
）」
を
活
用

し
、
事
業
活
動
で
発
生
し
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
１
５
０
ｔ‒

Ｃ
Ｏ
２
を
カ
ー
ボ
ン
・
オ

フ
セ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
地
域
で
の
Ｇ
Ｘ
推

進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｘ
推
進
活
動

当
社
は
、
省
エ
ネ
型
の
ガ
ス
機
器
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
、
節
水
型
設
備
な
ど
を
通
じ
、

経
済
的
か
つ
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
社
の
取
組

み
と
し
て
、
自
家
消
費
型
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
設
置
、
電
気
自
動
車
の
試
験
導
入
、
食

品
ロ
ス
削
減
の
取
組
な
ど
、
身
近
に
で
き

る
Ｇ
Ｘ
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

電
気
と
ガ
ス
の
両
方
を
扱
う
事
業
者
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
最
適
な
使
い
方
を
提
案
し
て
い

き
ま
す
。

今
後
の
展
望

今
後
は
、
省
エ
ネ
に
よ
る
住
宅
の
環
境

性
能
向
上
の
啓
発
を
図
り
な
が
ら
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
や
低
炭
素
ガ
ス
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
価

格
と
価
値
の
バ
ラ
ン
ス
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見
極
め
つ
つ
、

お
客
さ
ま
に
と
っ
て
選
び
や
す
い
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ガ
ス
が
果
た
す
役
割
を
見
直

し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
地
域
に
根
差
し
た
Ｇ
Ｘ
推
進
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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会議所の動き

島根県最低賃金改定のお知らせ

島根県最低賃金

　島根県内の事業場で働くすべての労働者とその使用者に適用される島根県最低賃金が次の
とおり改定されました。
　この金額は、令和７年１１月１７日（月）以降の賃金から適用されます。

島根労働局賃金室
松江市向島町 134-10　松江地方合同庁舎 5階
℡０８５２－３１－１１５８

これからの季節は、忘年会・クリスマス会・新年会など、会食の
機会が増える時期です。そんな中、「せっかく用意した料理がた
くさん残ってしまった…」という経験はありませんか？出雲市
では、食品ロス削減にご協力いただける飲食店・宿泊施設など
を対象に、啓発グッズ（２種類）を無料配布しています。ぜひこ
の機会に、出雲市と一緒に「もったいない」を減らす取り組みに
参加しませんか？

　詳しいことは島根労働局労働基準部賃金室（℡０８５２－３１－１１５８）または、
最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。

※島根労働局では、労働者の賃金引上げを図る事業主を支援するため、業務改善助成金（雇用環境・均等室）
やキャリアアップ助成金（助成金相談センター）を取り扱っております。詳しくは、雇用環境・均等室

　（℡０８５２－２０－７００７）、助成金相談センター（℡０８５２－２０－７０２９）にお問い合わせください。

時間額 １,０３３円

業務改善助成金

電子申請 市ホームページ
ミコトッキー

キャリアアップ助成金

日吉ダムにて記念撮影

　
建
設
産
業
部
会
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一
男
部
会
長
）

は
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16
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㈭
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17
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、
滋
賀
県
の
琵

琶
湖
と
京
都
府
を
結
ぶ
人
工
運
河
の
琵
琶

湖
疏
水
を
巡
る
び
わ
湖
疏
水
船
の
体
験
と
、

京
都
府
の
日
吉
ダ
ム
へ
の
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
び
わ
湖
疏
水
船
で
は
、
ガ
イ
ド
の
解
説

を
受
け
な
が
ら
手
掘
り
で
整
備
さ
れ
た
ト

ン
ネ
ル
や
水
路
を
見
学
し
、
当
時
に
お
け

る
高
度
な
土
木
技
術
を
体
感
し
ま
し
た
。

日
吉
ダ
ム
で
は
、
職
員
の
方
か
ら
の
説
明

を
通
じ
て
多
目
的
ダ
ム
の
役
割
や
機
能
を

学
び
、
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

疏
水
と
ダ
ム
に
見
る
水
資
源
開
発
の
歴
史
と
役
割
を
学
ぶ

建
設
産
業
部
会

市内の飲食店・宿泊施設の皆さまへ 
食品ロス（食べ残し）削減啓発グッズを
無料配布します!

協力店のメリット

食べ残しが減り、後片付
けの手間や食材廃棄コス
トの削減が期待できます！

出雲市公式ホームページ
に店舗名・住所・電話番号・
URLを掲載！

「環境にやさしいお店」と
してのイメージアップに
つながります！

何より、心を込めて作った
食事をしっかり味わって
もらえる喜びがあります！

注文期間

注文方法

問合せ先

下のQRコードから電子申請するかまたは、
市ホームページ掲載の注文用紙をFAX
出雲市 環境施設課
電話 0853-21-6988　FAX 0853-21-6597

皆さまからの注文を
お待ちしています！
ぜひ一緒に食品ロスを
削減しましょう♪

令和７年12月12日（金）まで
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業 種 建 設 製 造 卸 売 小 売 サ ー ビ ス
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3
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売 上 高

採 算

資 金 繰 り

雇 用

在 庫

業 況

かなり
好 転

や や
好 転 不 変 や や

悪 化
かなり
悪 化

出雲市 経済動向調査報告
10月期調査では、依然として賃金引上げに関する意見が多く寄せられました。11月17日から島根県の最低
賃金は前年比71円増の1,033円となります。企業は、この人件費増分に対応するため、従業員の勤務時間調整
や正社員との賃金格差是正など、多方面での対応や見直しを迫られています。また、物価高騰の影響も続い
ており、客数減少を懸念して価格転嫁を控える企業も見られます。しかし、収益性を維持するためには価格
転嫁も必要であり、事業継続には欠かせない手段となっています。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設
・働き方改革に沿い、人事評価制度の導入や就業規則の改定に取り組んでおり、国の制度認定も
取得しているが、人材獲得にはまだ結びついていない。（一般土木建築工事業）

製 造

・最低賃金引上げに伴い、社会保険の扶養範囲内で働く従業員は勤務時間を短縮しており、その
結果、業務内容の見直しに大きな苦労が生じている。（そう（惣）菜製造業）

・人材不足が深刻な中、最低賃金引上げで人件費が増え、採算悪化を招いている。行政の指導通
り受注単価に転嫁することは現実的に難しい。（衣服・その他の繊維製品製造業）

卸 売

・人手不足・人材確保の状況は先月と変わらない。健康経営を軸に社員の満足度向上を図るとと
もに、社外へのＰＲも行っている。（機械器具卸売業）

・有期雇用社員の比率が高く、最低賃金引上げの影響は大きい。正社員の賃上げ率は最低賃金の
引上げ率に及ばず、勤務年数にかかわらず賃金格差が縮小している。（野菜・果実卸売業）

小 売
・最低賃金引上げにより、新規採用が困難になっている。（各種商品小売業）
・食品などの生活必需品の価格高騰により、必需品でない生花の購入控えが見られるようになっ
てきた。（花・植木小売業）

サービス

・最低賃金の引上げでアルバイトを削減せざるを得ない。（日本料理店）
・卵や米、光熱費などの物価高の影響はあるものの、お客様が離れることを懸念し、値上げや品
質・量の見直しができずにいる。（喫茶店）

・売上は変わらない一方で、人件費や仕入れが増加しており、経営は厳しい状況にある。（バー，
キャバレー，ナイトクラブ）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和７年４～６月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

10月期

10 月 期
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島根県最低賃金改定のお知らせ

島根県最低賃金

　島根県内の事業場で働くすべての労働者とその使用者に適用される島根県最低賃金が次の
とおり改定されました。
　この金額は、令和７年１１月１７日（月）以降の賃金から適用されます。

島根労働局賃金室
松江市向島町 134-10　松江地方合同庁舎 5階
℡０８５２－３１－１１５８

これからの季節は、忘年会・クリスマス会・新年会など、会食の
機会が増える時期です。そんな中、「せっかく用意した料理がた
くさん残ってしまった…」という経験はありませんか？出雲市
では、食品ロス削減にご協力いただける飲食店・宿泊施設など
を対象に、啓発グッズ（２種類）を無料配布しています。ぜひこ
の機会に、出雲市と一緒に「もったいない」を減らす取り組みに
参加しませんか？

　詳しいことは島根労働局労働基準部賃金室（℡０８５２－３１－１１５８）または、
最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。

※島根労働局では、労働者の賃金引上げを図る事業主を支援するため、業務改善助成金（雇用環境・均等室）
やキャリアアップ助成金（助成金相談センター）を取り扱っております。詳しくは、雇用環境・均等室

　（℡０８５２－２０－７００７）、助成金相談センター（℡０８５２－２０－７０２９）にお問い合わせください。

時間額 １,０３３円

業務改善助成金

電子申請 市ホームページ
ミコトッキー

キャリアアップ助成金

日吉ダムにて記念撮影
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市内の飲食店・宿泊施設の皆さまへ 
食品ロス（食べ残し）削減啓発グッズを
無料配布します!

協力店のメリット

食べ残しが減り、後片付
けの手間や食材廃棄コス
トの削減が期待できます！

出雲市公式ホームページ
に店舗名・住所・電話番号・
URLを掲載！

「環境にやさしいお店」と
してのイメージアップに
つながります！

何より、心を込めて作った
食事をしっかり味わって
もらえる喜びがあります！

注文期間

注文方法

問合せ先

下のQRコードから電子申請するかまたは、
市ホームページ掲載の注文用紙をFAX
出雲市 環境施設課
電話 0853-21-6988　FAX 0853-21-6597

皆さまからの注文を
お待ちしています！
ぜひ一緒に食品ロスを
削減しましょう♪

令和７年12月12日（金）まで
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出雲市 経済動向調査報告
10月期調査では、依然として賃金引上げに関する意見が多く寄せられました。11月17日から島根県の最低
賃金は前年比71円増の1,033円となります。企業は、この人件費増分に対応するため、従業員の勤務時間調整
や正社員との賃金格差是正など、多方面での対応や見直しを迫られています。また、物価高騰の影響も続い
ており、客数減少を懸念して価格転嫁を控える企業も見られます。しかし、収益性を維持するためには価格
転嫁も必要であり、事業継続には欠かせない手段となっています。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設
・働き方改革に沿い、人事評価制度の導入や就業規則の改定に取り組んでおり、国の制度認定も
取得しているが、人材獲得にはまだ結びついていない。（一般土木建築工事業）

製 造

・最低賃金引上げに伴い、社会保険の扶養範囲内で働く従業員は勤務時間を短縮しており、その
結果、業務内容の見直しに大きな苦労が生じている。（そう（惣）菜製造業）
・人材不足が深刻な中、最低賃金引上げで人件費が増え、採算悪化を招いている。行政の指導通
り受注単価に転嫁することは現実的に難しい。（衣服・その他の繊維製品製造業）

卸 売

・人手不足・人材確保の状況は先月と変わらない。健康経営を軸に社員の満足度向上を図るとと
もに、社外へのＰＲも行っている。（機械器具卸売業）
・有期雇用社員の比率が高く、最低賃金引上げの影響は大きい。正社員の賃上げ率は最低賃金の
引上げ率に及ばず、勤務年数にかかわらず賃金格差が縮小している。（野菜・果実卸売業）

小 売
・最低賃金引上げにより、新規採用が困難になっている。（各種商品小売業）
・食品などの生活必需品の価格高騰により、必需品でない生花の購入控えが見られるようになっ
てきた。（花・植木小売業）

サービス

・最低賃金の引上げでアルバイトを削減せざるを得ない。（日本料理店）
・卵や米、光熱費などの物価高の影響はあるものの、お客様が離れることを懸念し、値上げや品
質・量の見直しができずにいる。（喫茶店）
・売上は変わらない一方で、人件費や仕入れが増加しており、経営は厳しい状況にある。（バー，
キャバレー，ナイトクラブ）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和７年４～６月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

10月期

10 月 期



経営の専門家を無料で派遣します

マル経融資制度マル経融資制度低 利 無担保無保証

　マル経資金は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々をバックアップするため、商工会議所の推薦により、
日本政策金融公庫から無担保・無保証人・低利で融資が受けられる制度です。

　経営力の強化や事業承継などについて、経営に関する専門的なアドバイスを必要としている事業者のみなさま
に、専門のアドバイザーを無料で派遣します。

推薦を受けるためには、
次のすべての要件を
満たしていることが
必要です。

ご利用いただける方

２,０00万円

●常時使用する従業員が20人以下（商業・サービス業の場合は5人以下）の法人・個人事業主の方
（ただし、宿泊業及び娯楽業を営む事業者は20人以下）

●出雲商工会議所の経営指導員による経営指導を原則6カ月以上受けている方
●納期限の到来している所得税、法人税、事業税、住民税を完納している方
●出雲商工会議所地区内で最近１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、かつ、日本政策金融公庫の融資対象業種を営んでいる方
　（金融業・投機的事業・一部の遊興娯楽事業等は対象外）

～事業継続力強化アドバイザー派遣制度～

県内に事業所を有する中小企業者、組合、任意グループで、次の（１）から（３）のいずれかの要件を満たす者。
（１）経営計画を策定している者、または本事業を実施する年度内に策定する予定のある者であって、次のいずれ

かに該当する者（ただし、建設業者を除く）
ア、経営革新、新分野進出、地域資源活用、農商工連携、雇用創出等に取り組む者
イ、40歳未満（法人及び任意グループの場合は代表者の年齢）の者
ウ、女性（法人及び任意グループの場合は代表者）
エ、創業から２年以内の者
（２）「燃油・電気・ガス代」、「原材料費」、「人件費」等の価格転嫁に取り組む者
（３）事業承継に取り組む者であって、次のいずれかに該当する者（ただし、任意グループを除く）
ア、60歳以上（法人の場合は代表者の年齢）の者
イ、後継予定者が存在する者
ウ、事業承継後２年以内の者
エ、次のいずれかに該当すると認められる者
・売上高または仕入高（外注費を含む）の過半が近隣中小企業等によるもので、地域サプライチェーンにとっ
て必要不可欠な者
・専ら地域住民の日常生活に関する財・サービスを提供し、地域住民にとって必要不可欠な者

（４）新分野進出、人材確保等の経営課題の解決に取り組む建設業者

対　象

１．費用負担　アドバイザー派遣に必要な謝金・旅費は、全額当所で負担いたします。
２．派遣回数　原則３回まで（ただし、⑶の事業承継枠は５回まで）
３．アドバイザーの選定
派遣するアドバイザーについては、申込の際ご指名ください。なお、アドバイザーに知見のない場合は、ご相
談ください。

４．申込方法
まずは、当所経営支援課まで、希望する旨をお電話等でお知らせください。

派遣内容

※本制度は、予算がなくなり次第終了します。

融資限度額は？ 返済期間は？ 担保・保証人は？ 利率は？

運転資金 10年以内
設備資金 10年以内 不要です 2.00％

（令和7年10月１日現在）
※利率は金融情勢により変わる
　場合があります。

固定金利

お申込み・お問合せ先 経営支援課まで TEL 25－3710・FAX 23－1144

相談所コーナー中小企業中小企業

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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青年部

女性会

青年部・女性会だより

　９
月
29
日
㈪
、
江
津
・
大
田
・
平
田
・

出
雲
商
工
会
議
所
女
性
会
広
域
交
流
会
を
、

今
年
は
出
雲
の
主
管
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。
出
雲
大
社
の
正
式
参
拝
後
、
宮
司
様

に
宝
物
殿
を
ご
案
内
い
た
だ
き
、
数
々
の

歴
史
と
信
仰
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。

　料
亭
ゆ
た
か
亭
に
移
動
し
て
美
味
し
い

昼
食
を
い
た
だ
い
た
後
、
各
会
の
活
動
報

告
、
お
守
り
作
り
体
験
、
出
雲
大
社
ク
イ

ズ
を
行
い
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　他
地
域
の
会
員
の
皆
様
と
情
報
交
換
を

し
て
交
流
が
深
め
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

（
サ
ス
ケ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

監
事

板
倉

　智
江

出
雲
大
社
正
式
参
拝
や
お
守
り
作
り
体
験
を
通
じ
て
交
流

　10
月
６
日
㈪
、
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
ガ
ー
デ

ン
に
て
観
月
会
と
新
入
会
員
歓
迎
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　写
真
撮
影
後
、
季
節
の
美
味
し
い
コ
ー

ス
料
理
を
食
べ
な
が
ら
皆
さ
ん
と
の
会
話

や
10
月
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
、
頭
の
体
操

等
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　新
入
会
員
歓
迎
会
で
は
、
新
入
会
員
の

川
光
様
と
西
森
様
か
ら
の
自
己
紹
介
後
、

足
立
会
長
か
ら
の
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
し
い
仲
間
を
温
か
く
迎
え
、
親

睦
を
深
め
ら
れ
た
実
り
あ
る
会
と
な
り
ま

し
た
。

集合写真 宮司様による出雲大社のご案内

（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
㈱
）

総
務
委
員

坂
本 

百
合
子

新
し
い
仲
間
を
迎
え
、
親
睦
を
深
め
る

　９
月
25
日
㈭
、
出
雲
空
港
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
に
て
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
と
の
交
流
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
単
な
る
親

睦
の
機
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
代
を
超
え

て
知
見
や
経
験
を
分
か
ち
合
う
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
か
ら
青

年
部
時
代
の
体
験
談
や
地
域
社
会
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
示
唆
い
た
だ
き
、
今
後

の
活
動
を
考
え
る
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

先
輩
方
が
築
か
れ
た
歴
史
や
思
い
を
受
け

継
ぐ
こ
と
の
重
み
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

青
年
部
と
し
て
の
責
務
を
改
め
て
認
識
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ゴルフコンペの様子

（
㈱
公
善
社
）

専
務
理
事

大
森

　俊
介

出
雲
商
工
会
議
所
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
・
青
年
部
交
流
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

並
び
に
親
睦
交
流
会
で
学
ぶ

　10
月
21
日
㈫
、
出
雲
商
工
会
議
所
に
て

標
記
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
中

国
経
済
産
業
局
、
出
雲
市
役
所
、
出
雲
商

工
会
議
所
事
務
局
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ

Ｇ
46
＋
単
会
応
援
委
員
会
を
お
招
き
し
、

「
従
業
員
の
確
保
と
人
材
育
成
」、「
中
小
企

業
支
援
策
へ
の
要
望
と
課
題
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
行
政
と
意

見
交
換
で
き
る
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
今

後
の
参
加
企
業
の
発
展
へ
の
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。
次
年
度
以
降
も
継
続
的
に
開
催

を
目
指
し
、
行
政
と
連
携
で
き
る
機
会
を

作
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

集合写真

（
㈲
プ
レ
ー
ト
商
会
）

出
向
理
事

坂
本

　亮
太

地
域
版
ふ
る
さ
と
創
造
風
会
議
in
出
雲
を
開
催
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経営の専門家を無料で派遣します

マル経融資制度マル経融資制度低 利 無担保無保証

　マル経資金は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々をバックアップするため、商工会議所の推薦により、
日本政策金融公庫から無担保・無保証人・低利で融資が受けられる制度です。

　経営力の強化や事業承継などについて、経営に関する専門的なアドバイスを必要としている事業者のみなさま
に、専門のアドバイザーを無料で派遣します。

推薦を受けるためには、
次のすべての要件を
満たしていることが
必要です。

ご利用いただける方

２,０00万円

●常時使用する従業員が20人以下（商業・サービス業の場合は5人以下）の法人・個人事業主の方
（ただし、宿泊業及び娯楽業を営む事業者は20人以下）

●出雲商工会議所の経営指導員による経営指導を原則6カ月以上受けている方
●納期限の到来している所得税、法人税、事業税、住民税を完納している方
●出雲商工会議所地区内で最近１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、かつ、日本政策金融公庫の融資対象業種を営んでいる方
　（金融業・投機的事業・一部の遊興娯楽事業等は対象外）

～事業継続力強化アドバイザー派遣制度～

県内に事業所を有する中小企業者、組合、任意グループで、次の（１）から（３）のいずれかの要件を満たす者。
（１）経営計画を策定している者、または本事業を実施する年度内に策定する予定のある者であって、次のいずれ

かに該当する者（ただし、建設業者を除く）
ア、経営革新、新分野進出、地域資源活用、農商工連携、雇用創出等に取り組む者
イ、40歳未満（法人及び任意グループの場合は代表者の年齢）の者
ウ、女性（法人及び任意グループの場合は代表者）
エ、創業から２年以内の者
（２）「燃油・電気・ガス代」、「原材料費」、「人件費」等の価格転嫁に取り組む者
（３）事業承継に取り組む者であって、次のいずれかに該当する者（ただし、任意グループを除く）
ア、60歳以上（法人の場合は代表者の年齢）の者
イ、後継予定者が存在する者
ウ、事業承継後２年以内の者
エ、次のいずれかに該当すると認められる者
・売上高または仕入高（外注費を含む）の過半が近隣中小企業等によるもので、地域サプライチェーンにとっ
て必要不可欠な者
・専ら地域住民の日常生活に関する財・サービスを提供し、地域住民にとって必要不可欠な者

（４）新分野進出、人材確保等の経営課題の解決に取り組む建設業者

対　象

１．費用負担　アドバイザー派遣に必要な謝金・旅費は、全額当所で負担いたします。
２．派遣回数　原則３回まで（ただし、⑶の事業承継枠は５回まで）
３．アドバイザーの選定
派遣するアドバイザーについては、申込の際ご指名ください。なお、アドバイザーに知見のない場合は、ご相
談ください。

４．申込方法
まずは、当所経営支援課まで、希望する旨をお電話等でお知らせください。

派遣内容

※本制度は、予算がなくなり次第終了します。

融資限度額は？ 返済期間は？ 担保・保証人は？ 利率は？

運転資金 10年以内
設備資金 10年以内 不要です 2.00％

（令和7年10月１日現在）
※利率は金融情勢により変わる
　場合があります。

固定金利

お申込み・お問合せ先 経営支援課まで TEL 25－3710・FAX 23－1144

相談所コーナー中小企業中小企業

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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を
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亭
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に
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を
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各
会
の
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、
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、
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の
会
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の
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を
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が
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と
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、
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と
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後
、
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の
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ひ
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。
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入
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員
歓
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で
は
、
新
入
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の
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光
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と
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様
か
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の
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紹
介
後
、

足
立
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長
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の
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新
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仲
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迎
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、
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支
援
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に
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を
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ま
し
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と
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換
で
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と
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、
今
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催
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、
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携
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と
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催
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《順不同・敬称略》新入会員のご紹介

会 員 情 報
ご加入
ありがとう
ございます!

事業所名・代表者・所在地・電話番号・ＦＡＸ番号・営業内容・会費の引き落とし口座等に変更がございましたら、
誠にお手数をおかけいたしますが、総務企画課（ＴＥＬ２５－３７０６）までご連絡くださいますようお願いいたします。

会員の皆様へ

《順不同・敬称略》会員の異動
変更箇所 事業所名 新 旧

所 在 地 ㈱フクダ 斐川町荘原 2292 斐川町沖洲 1080

事 業 所 名 Izumo English Labo
（IEL） Izumo English Labo（IEL） English Labo

代 表 者 出雲第一交通㈱ 栗原　教臣 荒木　浩幸

代 表 者 シルバーコミュニティセン
ター㈱ 渡部　敏明 原　幸雄

事業所名 代表者名 営業内容

所在地 TEL 部会

創作おばんざい　とまり木 桑本　仁子 おばんざい、一品料理、酒類

今市町 1277-7 090-4651-0942 食品観光サービス部会

PONO.to 小澤　美沙希 ドライヘッドスパ、リンパオイルトリートメ
ントの施術

西林木町 501-11 080-1704-7313 サービス部会

古着屋 En 半田　祐也 古着の販売

小山町 346-3　
イズモテラス 1 階 070-5300-5031 商業部会

ラーメン SUN 池田　智之 ラーメン店

今市町 553 090-2003-9896 食品観光サービス部会

ORITA STUDIO ゴンザレス 
フェリペ 折田 カメラマン、スタジオ

斐川町上直江 2464-6 アクティー
コーポラスひかわ 1-121 080-9404-3450 サービス部会

㈱タイヨー通信 安達　孝宏 IT サポート

鳥取県西伯郡日吉津村大字
日吉津 45-3 0859-27-1211 金融・情報サービス部会

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2025.11
16出雲商工会議所報

ゆめタウン出雲東館3F

上映時間は
こちらから！

T・ジョイ出雲の映画ランキングT・ジョイ出雲の映画ランキング

※現在は上映が終了している場合がございます

©2025映画「TOKYOタクシー」製作委員会

1位 「劇場版『チェンソーマン レゼ篇』」
2位 「劇場版「鬼滅の刃」無限城編 第一章 猗窩座再来」
3位 「国宝」
4位 「ブラック・ショーマン」
5位 「８番出口」

9/16～10/15までの集計

タクシー運転手の宇佐美浩二（木村拓哉）は、ある日85歳の
高野すみれ（倍賞千恵子）を東京・柴又から、神奈川の
葉山にある高齢者施設まで送ることになった。
すみれは浩二に、「東京の見納めに、いくつか寄ってみたい
ところがある」と寄り道を依頼する。
タクシーで旅を共にするうち次第に心を許したすみれは、
自らの壮絶な過去を語り始める。
偶然出会った二人の心が、そして人生が大きく動いていく
ことになる――。

「TOKYOタクシー」
作品紹介　

11月ピックアップ映画作品11月ピックアップ映画作品

11月21日㈮公開

▲Web応募は
　こちらから

正解者の中から、抽選で3名様に図書カード
を差しあげます。
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

10
月
号
答
え

〈
ル
ー
ル
〉

• 空いたマスに1から9までの数字を埋めて完成させましょう。
• タテ・ヨコ各9列と太線で囲んだブロック（3×3の9マス）の中に同じ数字は
使えません。
• 最後に、二重枠に入る二つの数字の合計をお答えください。

◆応募方法
◆記入事項

◆応募先

◆締め切り

はがき、メール、またはWebで応募
答えと郵便番号・住所・事業所名・氏
名のほか、必ず本誌へのご意見、ご感
想、今月号の記事の中で心に残った内
容などをご記入ください。

〒693-0011出雲市大津町1131-1
出雲商工会議所「ナンプレ」係
izm@izmcci.or.jp 
件名「ナンプレ」

答：15
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出雲保健所からのお知らせ

健康づくり
情報

働きざかりの

℡ 

0
8
5
3 

21
‐
8
7
8
5

お
問
合
せ
先

出
雲
保
健
所 

健
康
増
進
課

「
11
月
８
日
は„
い
い
歯
‶の
日
」

（歯周病の症状）

★
今
、
自
分
の
歯
が
何
本
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

　
永
久
歯
は
通
常
28
本
（
親
知
ら
ず
が
全

て
生
え
て
い
れ
ば
32
本
）
あ
り
ま
す
。

　
歯
周
病
は
歯
を
失
う
大
き
な
原
因
の
一

つ
で
す
。
出
雲
圏
域
に
お
い
て
、
20
代
後

半
で
約
5
割
、
30
代
で
約
6
割
、
50
代
に

な
る
と
約
7
割
の
方
が
進
行
し
た
歯
周
病

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
と
は
、
歯

垢（
プ
ラ
ー
ク
）内
の「
歯
周
病
菌
」に
よ
っ

て
、
歯
ぐ
き
に
炎
症
が
起
き
、
歯
を
支
え

て
い
る
骨
（
歯
槽
骨
）
が
溶
け
て
い
く
病

気
で
す
。
初
期
の
歯
周
病
で
は
自
覚
症
状

が
な
い
こ
と
が
多
く
、
痛
み
や
出
血
な
ど

が
出
て
き
た
時
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

★
全
身
の
健
康
は
お
口
か
ら
　

　
歯
を
失
っ
て
口
腔
内
の
状
況
が
悪
く
な

る
と
、
食
べ
物
が
噛
み
に
く
く
食
事
が
偏

る
た
め
、
栄
養
状
態
の
悪
化
や
筋
力
低
下

等
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）。

　
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と
は

全
身
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
も
し
歯
を
失
っ
て
も
、
入

れ
歯
の
使
用
や
、
定
期
的
に
健

診
を
受
け
る
こ
と
で
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
禁
煙
や
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
も
健
康
な
お
口
を
守
る
た
め
に
は
重

要
で
す
。

★
お
口
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う

　□ 

歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

　□ 

歯
磨
き
の
と
き
に
出
血
す
る

　□ 

口
臭
が
気
に
な
る

　□ 

歯
ぐ
き
か
ら
膿
が
で
る
こ
と
が
あ
る

　□ 

歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
挟
ま
る

　□ 

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
（
動
く
）

　
一
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ
た
場
合
は

歯
周
病
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に

歯
科
医
院
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

★
歯
と
お
口
の
ケ
ア
は
セ
ル
フ
ケ
ア
と

　プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
が
鍵
‼

  

セ
ル
フ
ケ
ア
（
毎
日
自
分
で
行
う
ケ
ア
）

　
む
し
歯
予
防
も
歯
周
病
予
防
も
、
重
要

な
の
は
毎
日
の
歯
磨
き
で
す
。
正
し
い
方

法
で
、
食
後
に
丁
寧
な
歯
磨
き
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
歯
の
間
は
狭
く
、
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は

隙
間
ま
で
十
分
に
届
か
な
い
た
め
、
歯
間

ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
も
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

　歯
垢
が
残
り
や
す
い
場
所
に
注
意
！

　　
　
　
　
　
　

  

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア

（
歯
科
医
院
で
の
定
期
的
な
ケ
ア
）

　
次
に
重
要
な
の
は
、
歯
科
医
院
で
の
歯

科
健
診
と
専
門
職
に
よ
る
ケ
ア
で
す
。

　
痛
み
や
気
に
な
る
こ
と
が
な
く
て
も
、

か
か
り
つ
け
歯
科
で
半
年
か
ら
１
年
に
１

回
は
歯
科
健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
歯
と

口
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　あ
る
調
査
＊
2
で
は
定
期
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
て
い
る
人
は
受
け
て
い
な
い
人
と
比
べ

て
「
硬
い
物
で
も
問
題
な
く
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
っ
た
お
口
の
健
康
の
他

に
も
、「
心
身
共
に
健
康
だ
と
思
う
」「
毎

日
の
生
活
が
充
実
し
て
い
る
」
と
い
う
よ

う
な
割
合
も
多
く
、
食
べ
る
こ
と
だ
け
で

な
く
生
活
の
質
そ
の
も
の
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
＊
2
公
益
社
団
法
人
日
本
歯
科
医
師
会「
歯
科
医

　
　
　
療
に
関
す
る
生
活
者
意
識
調
査（
2
0
2
2
)

　セ
ル
フ
ケ
ア
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ケ
ア
で
お
口
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

2025.11
18出雲商工会議所報 https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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出雲保健所からのお知らせ

健康づくり
情報
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保
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す
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28
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ず
が
全

て
生
え
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ば
32
本
）
あ
り
ま
す
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歯
周
病
は
歯
を
失
う
大
き
な
原
因
の
一
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で
す
。
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雲
圏
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に
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い
て
、
20
代
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半
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約
5
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6
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る
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7
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方
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す
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病
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す
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病
で
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が
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と
が
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く
、
痛
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や
出
血
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ど

が
出
て
き
た
時
に
は
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こ
と
も
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り
ま
す
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全
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の
健
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口
か
ら
　

　
歯
を
失
っ
て
口
腔
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の
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が
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く
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る
と
、
食
べ
物
が
噛
み
に
く
く
食
事
が
偏

る
た
め
、
栄
養
状
態
の
悪
化
や
筋
力
低
下

等
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）。

　
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と
は

全
身
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
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も
し
歯
を
失
っ
て
も
、
入

れ
歯
の
使
用
や
、
定
期
的
に
健

診
を
受
け
る
こ
と
で
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
禁
煙
や
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
も
健
康
な
お
口
を
守
る
た
め
に
は
重

要
で
す
。

★
お
口
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う

　□ 

歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

　□ 

歯
磨
き
の
と
き
に
出
血
す
る

　□ 

口
臭
が
気
に
な
る

　□ 

歯
ぐ
き
か
ら
膿
が
で
る
こ
と
が
あ
る

　□ 

歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
挟
ま
る

　□ 

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
（
動
く
）
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つ
で
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チ
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ッ
ク
が
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た
場
合
は
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病
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可
能
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あ
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す
。
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し
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し
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予
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な
の
は
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の
歯
磨
き
で
す
。
正
し
い
方

法
で
、
食
後
に
丁
寧
な
歯
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き
を
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が
け

ま
し
ょ
う
。
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、
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ブ
ラ
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で
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、
歯
間

ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
も
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

　歯
垢
が
残
り
や
す
い
場
所
に
注
意
！

　　
　
　
　
　
　

  

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア

（
歯
科
医
院
で
の
定
期
的
な
ケ
ア
）

　
次
に
重
要
な
の
は
、
歯
科
医
院
で
の
歯

科
健
診
と
専
門
職
に
よ
る
ケ
ア
で
す
。

　
痛
み
や
気
に
な
る
こ
と
が
な
く
て
も
、

か
か
り
つ
け
歯
科
で
半
年
か
ら
１
年
に
１

回
は
歯
科
健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
歯
と

口
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　あ
る
調
査
＊
2
で
は
定
期
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
て
い
る
人
は
受
け
て
い
な
い
人
と
比
べ

て
「
硬
い
物
で
も
問
題
な
く
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
っ
た
お
口
の
健
康
の
他

に
も
、「
心
身
共
に
健
康
だ
と
思
う
」「
毎

日
の
生
活
が
充
実
し
て
い
る
」
と
い
う
よ

う
な
割
合
も
多
く
、
食
べ
る
こ
と
だ
け
で

な
く
生
活
の
質
そ
の
も
の
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
＊
2
公
益
社
団
法
人
日
本
歯
科
医
師
会「
歯
科
医

　
　
　
療
に
関
す
る
生
活
者
意
識
調
査（
2
0
2
2
)

　セ
ル
フ
ケ
ア
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ケ
ア
で
お
口
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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出雲商工会議所報出雲11月号（通巻696号）
発行日／
発行所／

発行人／
印刷所／

令和7年11月10日
出雲商工会議所
〒693-0011　出雲市大津町1131-1
松本 新吾
武永印刷株式会社

ジョイメイトしまねが
社員の皆様の福利厚生を
サポートします!

「2,029事業所・29,661人をサポート中」まずはお電話下さい! ジョイメイトしまね ☎（0852）28-6555

◎ジョイメイトしまねに加入すると以下のようなサポートが受けられます。

●会　費：一人月額1,000円（年間12,000円）

記載のサービスは一例です
。

（一財）島根県東部勤労者共済会

令和7年4月1日現在

健康診断
円補助

インフルエンザ予防接種
円補助（1回/年度）

歯科健診（歯科治療含む）

円補助（1回/年度）
永年勤続

円～ 円給付

5年に1度

祝金・見舞金給付
（例）結婚祝金 円

ドライブレコーダー購入
円補助（1回/5年度）

ETC装着セットアップ
円補助（1回/年度）

ジョイメイトしまね推奨ツアー
円 円補助

ツアー
円割引

（指定の旅行代理店）

隠岐汽船（1回/年度）
円割引

割引指定店お食事割引券
円プレゼント
（指定店）

抽選で

熟年夫婦旅行
円割引

隔年

忘・新年会（指定店利用）
円
円

宿泊付き又は日帰り（1回
/年度）

会議所カレンダー会議所カレンダー会議所カレンダー 11/10㈪
▼
12/9㈫

今後の主な動き

しょうこりんいずもっち

出雲商工会議所
マスコットキャラクター

企業と地域の応援団

11月14日は
ボウリング大会だね！

チームで
力を合わせて
頑張ろう！11月

10 月 定例商工相談（法律）
14 金 会員親睦ボウリング大会
15 土 婚活事業「怪盗 Fからの挑戦状」
16 日 簿記検定試験（第171回）

17 月
定例商工相談（発明）
島根県事業承継後継者育成セミナー

18 火 IT なんでも相談会
20 木 GX推進委員会・研修会
26 水 常議員会

27 木 スマホだけで完結！インスタリール動画で
売上UP実践セミナー

12月
2 火 青年部OB会望年会
8 月 定例商工相談（法律）

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2025.11
20出雲商工会議所報

・窓口での相談 ・事業計画策定支援 ・創業セミナー・創業塾開催
・各種専門家派遣 ・補助金申請支援 ・資金調達支援
・M&Aマッチング支援 ・ビジネスマッチング支援 ・販路開拓・拡大支援
・創業後フォローアップ ・その他の支援

本 社：〒693-0043 出雲市長浜町1372-8
TEL（0853）28－8111 FAX（0853）28-8600

松江支店：〒690-0023 松江市竹矢町1770 TEL（0852）38-8255

浜田支店：〒697-1326 浜田市治和町イ120-1 TEL（0855）24-7655
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「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　山陰支社　出雲営業所　　〒693-0011 島根県出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4F　TEL：0853-23-6276
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